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プラニメータを超えた精度と操作性

コンピュータとデジタイザーを一体化くエクスブラン〉

XmPLANBSO
座標計算式精密面積線長測定器
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X-PLANSSOはプラニメータやキルビメータ以上の働きをするばかりでなく、従

来の測量等の測図システム(コンピュータ＋デジタイザー)を、1個のツールとしてお

使いいただけるようにした全く新しいデバイスです。その操作性は従来のメカニズム

をはるかに凌ぎ、殊に多角形の測定では直線をたどることなしに各頂点を順次プロッ

トしていただくだけで済み、0.05mⅢの線分解能をもって微小線長、微小面積から長大

図面まで正確に測定できる画期的なエリアカーブメータです。

－<画期的な特長〉

■直線図形は]頁点をポイントするだけで

迅速測定

■曲線図形も正確に計れる

■面積のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能:0.05mmの高性能

■コードレス、コンパクト設計

■偏心トレースレンズとダイヤモンドロ
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木材関税引き下げの動き

う

－一律的でやみくもな関税引き下げ措置は危険一
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必要な理性を持つ

ての対応

*日本大学股獣医学部教授

林業技術No.5211985．

昭和60年6月16日（日曜日）の読売新聞朝刊を開いたら一面記事に大きく

「関税（対象全品目）一律2割下げ」という見出しのもとに，政府は15日，

輸入に際して関税を取られる約2,400に及ぶ全関税対象品目の関税率を一律2

割,61年4月から2年間の期限付きで一方的に引き下げる方向で，関係省庁の
最終調整に入ったこと，そしてこれは，すでに取りまとめ中の鉱工業品や農産

物の関税撤廃および引き下げ案とは別にさらに思い切った措置で,47年に行っ

た第3次円対策（一律2割の関税引き下げ）と同じく，当面の貿易不均衡を是

正する緊急措置で市場開放のための行動計画（アクション・プログラム）の最

大の目玉とするものであると報じられている。

こういった政府の一連の措置はいうまでもなく，このところ打ち続くわが国

の大幅な貿易黒字とそれに対する外国からの激しい批判に対処してであること

はいうまでもあるまい。

たとえば，4月24日付の読売新聞の記事によると，米議会は史上空前の対

日貿易赤字370億ドルを前にして，上下両院の対日報復決議と上院財政委員会

の対日報復法案を可決し，そして米上院財政委員会国際貿易小委員会，商業委

員会委員長ダンフォース上院議員は，「日本が本当の市場開放策を打ち出し，

輸入増大を実績で示さないうちは，日本の訪問者に会うのは時間のむだ」と公

言し，事実，ワシントンを訪問した日米議員連盟訪米団や対外経済問題諮問委

員会の大来佐武郎元外相，盛田昭夫ソニー会長に会うのを拒否したと報道され

ている。

これによっても，わが国の貿易不均衡に対する激しい外国における批判と不

満の動向の一端を知ることができるであろう。

こういった現実の事態に直面して，わが国としてはなんらかの措置と対応を

とるべきことはいうまでもないが，だからといって全部わが国に責任があると

いうものではない。最も貿易不均衡の深刻なアメリカをとっていえば，その責

任の一半は，財政赤字とドル高をみせているレーガン政権の明らかな失政と，

また財布のひもの堅い消費者の購買意欲をそそるような魅力のある商品の生産

に劣る企業努力の不足等にもある。

これは間違いのない私の実感だが，一昨年7月のアメリカ，去年7～8月の

欧州，また今年3月のアメリカ，6月の欧州の出張において，全般として現在
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表･1わが国および諸外国の関税制度の概要

（昭和59年4月1日現在）（単位：影）

｜‘
(備考）林野庁：我が国の森林・林業と林政（昭和59年11月）

MTNとはMultilateralTradeNegotiation(多国間貿易交渉）の略である

の為替レートのもとでは，それらの国々の物価がわが国との対比において高い

と思われること，そして魅力のある商品が少ないことを感じた。そして中曽根

首相の呼びかけに対して誠にすまないことだが，結局，いずれの出張の場合に

おいても，これといった品物も購入せず，免税の酒類3本を土産として持ち帰

ったというのが実態であった。

だからといって,私はアメリカと欧州諸国等と雛しろというのではない。
ここで私の言いたいことは，いま現実問題として起きている貿易不均衡に対す

る，きわめて厳しいとも思われるわが国への批判に対して，わが国が全部悪い

のですと恐れ慎み，理性を放棄した形での対応をとるべきでないということで

ある。というよりも批判の雰囲気がいささか過熱し，常軌を逸していると思わ

れる現状においては，言うべきことを言い，採るべきことを採る理性的な意見

と対応こそ最も肝要であるというのである。

ここではこういった心幟えをもって，我々の直接，関連の持つ木材関税引き

下げ問題について，率直な私見を開陳し，読者の思考にささやかな材料を提供

することを意図しているのである。

第2次世界大戦後におけるわが国の木材輸入制度の沿革について柵述する木材関税引き下げ

と，わが国では昭和36年に丸太が自由化され，39年には製品も含めて全面的の背景と意図

林業技術No.5211985.8
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木材関税引き下げ

におけるアメリカ

の意図

な自由化が行われた。そして，わが国の木材関税は戦後当初からきわめて軽い

ものであったが，それでも数度にわたる撤廃と軽減の結果,59年4月1日現在

において表・1にみられるごとく(MTN讓許の柵を参照),特殊な製材品と合

単板に関税が課税されているのみである。これを関税率においてみると，木材

製品平均では0.9％でわが国の輸入品全体の平均関税率2.5％に対比してかな

りの低率にあるということができる。

こういった木材関税の現状に対して，既述したようなわが国とアメリカをは

じめとする諸外国との間に生じている貿易不均衡の事態のもとで，諸外国，と

りわけアメリカから強く要求されている市場開放措置の4つの分野（通信機

器，医療機器，エレクトロニクスおよび木材）の1つとして強く関税の引き下

げを要求されているのは衆知のところであろう。ここでの主題である木材に焦

点を合わせて，上述のごとくなぜ，木材が重要な対象商品として取り上げられ

たのか，その背景と意味について以下，私見を加えてみたい。

その一般論的な背景はいうまでもなく，わが国とアメリカとの間における激

しい貿易不均衡ということであろう。しかしなぜ，上述のごとく他の3つの部

門と併存して木材部門が取り上げられたのであろうか。そしてまたアメリカ側

の意図は奈辺にあるというのであろうか。

わが国とアメリカとの間で問題となる木材製品は，現実問題としては合単板

である。昭和59年実績においてみると，東南アジア等の発展途上国から1,529

万m2(実面積),金額にして約52億円(CIF,以下同じ),そしてカナダか

ら105万In21約10億円，アメリカから61万]n33約6億円がそれぞれ輸入さ

れている。

アメリカの要求する関税の撤廃が実現されたとしても，広葉樹合板の利用を

主体としているわが国の合板市場においては，それほど，アメリカの針葉樹合

板の貿易が増加するとは考えられず，またよしんばかなりの増加がみられたと

しても，上述の実績の現状をベースとするかぎり彼我の貿易不均衡の是正にそ

れほどの影響を及ぼすとは考えられない。

むしろ当面，東南アジア諸国からの合単板のわが国への輸入増加はある程度

期待されようが。とすれば，アメリカの意図は一体奈辺にあるのであろうか。

いささか話はそれるが，本年3月19日から21日の3日間，アメリカのワシ

ントン大学において林産物世界貿易に関するシンポジウム(AnInternational

SymposiumonWorldTradeinForestProducts)が開催された。

1日目は，午前中に中国の木材市場午後は日本の木材市場の現状と展望に

ついて論文の発表と意見の交換がなされ，私も当日，わが国の林産物長期需給

見通しについての見解を発表した。2日目は，一日中アメリカとカナダの木材

生産と貿易問題について，そして3日目は，主として米材とのライバル関係に

あるソ連とインドネシア両国の木材生産と輸出能力についての論文発表と意見

の交換がなされた。

このシンポジウムを通じての私の個人的な印象を述べると，将来の太平洋経

林業技術No.5211985．8



済圏における木材市場としては，わが国とともに，あるいはそれ以上に中国市

場に強い関心を示しているということと，北米の木材生産力と供給能力は高

く，対日・中等に対しての販売意欲がきわめて旺盛であること，それに関連し

てわが国に対する木材関税撤廃の要請が感ぜられたことなどであった。

ところでシンポジウム開催中ならびにその後数日間にわたるシアトル滞在

中，私の顔なじみの外国の友人に上述のごとき実情を述べて，木材関税引き下

げは，一体，日米間の貿易不均衡の是正に重要部門として期待されているほど

の有効性をもっていると思うのかと質問をしてみたわけであるが，結論として

私を納得させるほどのものは得られなかったということである。

そこで木材関税引き下げのアメリカ側の事由についてば，私自身が憶測せざ

るをえないわけであるが,考えられる理由の第一は,アメリカ全体きしては林
産業のウエイトはたいしたものではないが，ロッキー山系以西の，いわゆるア

メリカ太平洋沿岸地域の経済にとってはきわめて重要な位置を占めており，こ

のためこれらの地域における林産業界(現在，一部倒産の苦難に逢着している）

からの陳情について，アメリカ政府としては政治的に取り上げざるを得なかっ

たこと，第二に，後述のごとく，将来発生する可能性があると私見する，わが

国サイドからの木材，とりわけライバルとしての米材の関税引き上げへの動き

を今の段階で封殺しておこうとしていること，の2者である。

いずれの理由であったとしても，私個人としては，い室わが国の主流となっ

ている市場開放化の一環として，少なくとも無条件で，あるいは何がしかの一
きぐ

時金を提供された形での木材関税の全面的撤去には大きな危倶をもっていると

いわざるをえない。というよりも正直いって将来の状勢いかんでは関税引き上

げも検討しようといった条件も付帯しておきたいくらいの気持である。その理

由は以下のとおりである。

まず，一般論として自由貿易というのは同等の経済力を持っている場合にお

いてのみ相互に利益があるということである。そして歴史の実態として自由貿

易論は都留重人氏が朝日新聞（3月14日）の論説において明快に断定してい

るごとく，強者の論理か，さもなくば特定利益集団がとる建前論であったとい

える。

そして都留氏は具体的にわが国の場合について，「日本が近代国家の仲間入

りをしようとしたときにも，当時の先進諸国は，自由貿易論の名目で，日永が

輸入品に対してかける関税率は，5％を最高とするよう強要した。この制約の

ため，明治日本の工業発展は，女工哀史と小作礎搾取を踏み台とせざるをえな

かったのだともいえる」と言い，そして「戦後の1970年代の後半以降となる

と，農業保護や一部省庁の担当者の抵抗を別とすれば，日本の政策担当者の間

でも，日本経済にとって，基本的には自由貿易主義が最も望ましいという考え

方が共通認識となるようになった。なぜであろうか。明らかにそれは，日本が

弱者から強者に転じたからであるにちがいない」と言われる。正にそのとおり

であろう。

5

正当でない，一律

の自由貿易化

林業技術No.5211985．8
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再び訴えたい慎重

な木材関税への対

応

林業技術No.5211985.8

そこでここでの主題である木材関税の引き下げの課題に戻ろう。世界経済の

中におけるわが国経済全体の現在の位置付けは都留氏の言を待つまでもなく，

このところ累積する大l隔な貿易黒字の実績をみれば明白であろう。しかし問題

は日本経済のすべてが強者なのではないということである。ここでの対象であ

る日本林業および木材関連産業，特に前者についていえば，決して強者の立場

にあるとはいえない。というよりも残念ながら，日本林業にとって最大のライ

バルといえるアメリカ林業に対しても，また国内の近代工業に対しても相対的

に弱者の立場におかれているといえる（ここに将来，このままでは関税引き上

げ問題が日本側から生ずる可能性があるというのである)。

それは実証的には，前者については，樹種別土地生産力，造林，保育費およ

び素材生産コスト等について彼我の経済競争力の比較を行った『北アメリカ林

業の展望』（林業経済研究所，昭和52年5月）を参照していただければ理解さ

れるものと思われるし，また後者については，近代工業を中心としてのわが国
はとう

の高度経済成長の波涛の中で，山村部の労働力，それも相対的にすぐれた若手

労働力の流出と減少の実態と原因を一顧していただければ明白のところであろ

う。

ところで強者の論理が対外および国内において問題を雛しないものなら
(そんなことはあるはずがないが)，問題はないかもしれない。しかし現実問題

として対外的には大きな摩擦を生じ，わが国はその対応策に奔走させられてい

ることは既述のとおりである。

なお，国内的に，しかもここでの主題である林業に視点を置いていえば，全

般的にきわめて厳しい経済条件のもとにおかれ，林業離れが進行している現状

であり，これは林産物生産と供給といった経済的機能以外に，国土保全，レク

リエーション，水資源の確保といった公益的機能を持つ森林の劣悪化と荒廃を

もたらしているのである。
ばくしん

もっと一般論として強者の論理の蒸進についていえば，それは農山村社会の

破壊の進行の中で，経済よりもいっそう深部に存在する，見方によればいっそ

う，重大な文化の荒廃と破壊を引き起こしてきているのである。

以上，木材関税引き下げの動向と，考えられる理由と背景，そしてそれに対

する私見について述べた。

私の感触によれば，とかくわが国の対外政策はクールな論理よりも，感情に

支配される傾向がなかったとはいえないように思われる。しかし，過日，ふと
ていだん

聞いていたNHKラジオの外国語研究者の鼎談の中で，ヨーロッパ先進国のみ

ならず回教国家の中での喧嘩では，もちろん相互にかなりの興奮をするとして

も最後まで論理の主張を繰り返すのだという話があったが，わが国が今後，国

際社会において正当に生き残っていくためには，こういった姿勢が是非必要で

あると思われる。

そしてそれは木材関税問題についても例外ではないのである｡(1985年6月

1 6日）＜完＞
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熱帯林の適正な開発と保全のあり方

’
－科学技術庁資源調査会の報告から－

z＝＝

’
はじめに

熱帯地域には，広大な熱帯林が賦存しているが,近年，

それが急速に減少しつつあり，世界的に大きな問題とな

っている。熱帯林の減少は，環境等へ大きな影響を与え

ており，地域的な問題にとどまらず地球的規模での影響

も懸念されるに至っている。このため，熱帯林の適正な

開発と保全につい・て早急な対応が迫られている。

このような状況を踏まえ，科学技術庁長官の諮問機関

である資源調査会では，熱帯地域のうち，森林植生にか

かわり合いを持っている熱帯林地域を対象とし，熱帯林

減少の現状および熱帯林減少が及ぼす影概について稠査

を行い，熱帯林の適正な開発と保全のあり方とわが国の

対応方策について，科学技術庁長官に報告したところで

ある。

本調査報告の実際的な調査検討は，資源洲査会熱滞林

特別部会によって行われ，科学技術庁資源調査所が事務

局として取りまとめを行った。以下，この報告響の内容

について紹介したい。

1．熱帯林地域の森林資源

熱帯地域は，一般に，北回帰線と南回帰線とにはさま

れた地域をいい，そこに熱帯林が生育している。熱帯林

は，主に降雨量とその季節的配分によって影響を受け，

熱帯多雨林，熱帯季節林，サバナ林などの様々 な様態を

示している。

熱帯林は，世界の森林面積の約半数を占めているとい

われており，そのほとんどが広葉樹林である。熱帯林の

資源量については，国連食糧農業磯関(FAO)と国連

環境計画(UNEP)の「熱帯林資源評価プロジェクト」

によって詳細な調査がなされているが，それによると熱

帯地域には，一般に熱帯林と呼んでいる高木林（天然高

木林，人工林）が約19.5億haあり，そのほかに低木林

として約6.2億ha,休閑林として約4.1"haがあり，合

計約29.8億haの木本植生が存在している。また，熱帯

’
林地域には，多種多様な動・植物が豊富に存在し，遺伝

子資源の宝庫としても重要である。米国政府特別調査報

告によると，熱帯林に生息する動・植物種の現存数は，

75万～250万種艇界の陸生および水生の動・植物種の

25％）と推定されている。さらに，熱帯林地域の動・植

物種は，種の数が多いだけでなく，特定の限られた地域

のみに分布する種の多いことも特徴である。

2．熱帯林減少の現状

近年に至るまで，森林減少が進み，森林の保護が必要

とされている地域は，先進工業国であり，開発途上国に

多い熱帯林の減少は，それほど大きな問題ではないと考

えられていた。しかし，ランドサットなどの人工衛星に

よる調査が可能になり，熱帯林の減少が予想以上の速さ

で進んでいることが明らかになってきている。

FAO/UNEPの前述の調査結果によると，熱帯林

（天然高木林）の1981年から1985年までの5カ年間に

おける年平均減少量は，約1,130万ha/年（約0.6%/年

の減少率）と推定されている。その減少量は，1年間に

日本の森林面積の45％がなくなっていくことに相当し，

このまま推移すると2000年までに熱帯林の約12％が減

少すると予測されている。この熱帯林減少の原因は，道

路網の整備に伴って熱帯林に侵入して行う焼畑耕作がそ

の過半数を占めているとされている。それを地域別に見

ると，熱帯アメリカでは，自発的な焼畑耕作が減少原因

の35％を占めており，その他大規模な放牧地への転換

が大きな原因となっている。熱帯アフリカでは，焼畑耕

作が原因の70％を占めており，その他放牧，薪炭材の

採取も減少原因となっている。熱帯アジアでは，焼畑耕

作による減少が50影を占めており，その他計画的な森

林地帯への移住開発が減少原因になっている。この調査

における減少量は，農地等へ転用され，熱帯林が面積的

に減少している量であるが，このほかに木材の選択的伐

採や山火事などにより，森林植生が貧弱化するなどの熱

林業技術No.5211985.8
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帯林の質的低下が起きている。従って，熱帯林の減少

は，数字に現れる以上に進んでいるといえる。

これらの熱帯林の面積的減少および質的低下は，食

料，燃料および飼料の供給等，熱帯林が賦存する地域の

人々 の生存・生活と深くかかわっている。

熱帯林減少をもたらす基本的な背景としては，熱帯諸

国における人口の増加や生活水準向上意欲がある。それ

が，食料生産・燃料需要等の増大，ひいては森林開発へ

の圧力となって跳ね返ってきている。農山村地域での人

口増加は，直接的に森林地域に対する農地需要圧力を生

み出している。さらに，この農山村地域の増加人口の一

部は，都市地域へと流出し，食料消費人口の増大をもた

らしており，大規模な農業開発による食料増産や食料輸

入のための外貨独得への圧力になっている。

現在の荒廃している熱帯林地域の状況を見ると，多く

の場合，土地を求める農民の無秩序愈焼畑耕作による農

地拡大が行われており，それによる熱帯林の減少が大き

な問題を投げかけている。また従来の秩序ある焼畑耕作

を行っていた伝統的な焼畑農民においても，焼畑対象地

域の減少により，休閑期間を短縮せざるを得ない状況に

なり，地力の回復が十分できないまま収奪的な焼畑耕作

が行われるため，耕作地の荒廃地化をもたらしている。

放牧に使う場合においても，土地の再生産力をあまり

考慮しないで，火入れを繰り返すため，焼畑で荒廃した

土地をさらに荒廃地化させている例が多い。これらの土

地利用は，非常に収奪的であり，多くの荒廃地を生み出

す背景となっている。

きた，熱帯地域における用材生産は，主として経済価

値の高い特定の樹種を対象として伐採が行われている

が，一般に持続的な森林経営が軽視されがちであり，こ

のため森林の木材資源としての質的低下をきたしてい

る。

林業開発のための林道開設は，伐採・植林のほか地域

経済の発展に大きく寄与しているものであるが，伐採終

了後の焼畑農民の侵入を容易にし，森林の減少につなが

る例が多いという問題を有している。

さらに，熱帯諸国では，エネルギー源としての薪炭材

の需要が大きく，人口増加に伴って，薪炭材需要は急激

に増大しているが，それによる過度の伐採により熱帯林

の荒廃化を助長している面が見られる。

熱帯諸国の森林管理についても，一般に各国とも法制

上は比較的整っているが，現地で実際に管理するに当た

っての管理体制や職員の養成・確保は，立ち遅れてお

材業技術No.5211985.8

り，熱帯林の十分な管理が行われていない現状にある。

3．熱帯林減少による影響

熱帯林の開発は，適正に行われるならば食料および木

材の安定的供給を図ることができるなど，地域等に大き

な利益をもたらすものであるが，現在の開発による熱帯

林の減少は，逆に，食料生産，木材生産，さらには環境

保全面などにも，大きな悪影響を及ぼしている。

①木材生産への影響を見ると，現在の木材開発は，一

般に持続的な森林経営を軽視しており，森林の木材資源

としての質的低下をもたらしている。このまま推移する

と，用材の供給量が近い将来大幅に低下する懸念が強

い。国あるいは地域ごとでは，すでに木材需給が非常に
ひっぱく

逼迫しているところもあり，用材利用の面では，量的問

題のみでなく，質的にも利用できる木材が供給され得る

かが懸念されている。

②土地資源への影響を見ると，農産物需要の増加に伴

って，伝統的な焼畑耕作を行っているところでは，休閑

期間を短縮させ，農耕地利用を繰り返すため，土地の生

産力の低下が顕在化してきている。また，潜在的に地力

の低い地域での農産物の述作により，土地の生産力の低

下も起こっている。土壌の浸食および肥料養分の流亡な

どによる土地生産力の低下は，特に熱帯地域では，雨季

の過剰な水分と高温が，この過程を加速している。さら

に乾燥の強い地域では，風食による土壌喪失の影響を受

けている。

③水資源への影響を見ると，熱帯林が減少した地域で

は，土地の水源かん菱機能等は低下し，雨季には激しい

土壌浸食と水の流出が起こり，主要河川下流域における

洪水害を発生させるようになり，乾季には保水容戯の小

さい土層と高い蒸発能のため，渇水害が発生するという

問題が起きている。特に，熱帯林地域の土壌浸食・土砂

流出の増加は，貯水池等への堆砂量を増大させ，水供給

や発電能力の低下に大きな影響を与えている。

④熱帯林減少の影響は，前述のとおり，土地生産力の

低下による生活基雄の崩壊，水不足や洪水の発生による

直接的な住民生活への被害などを及ぼしている鰄さら

に薪炭材不足と生業・生活の変化をもたらしている。

熱帯林の減少が進んだ地域では，現存する森林では，

飼料と薪の必要量を容易に入手できないのが実情であ

り，薪炭材収集労力の増大，家畜数の削減，地力の低下

などの問題が起きている。FAOの調査によると,2000

年には，27億人の住民が薪炭材不足の影響を受けるもの

と推定している。また，伝統的な焼畑耕作を行ってきた



人たちの多くは，近年の熱帯100

林減少から極端に休閑期を短

縮せざるを得なくなり，その

維持が困難になっている。

⑤世界の森林面積の約半数割合
を占めている熱帯林の急激な

減少は，地球的規模の気候の

変動に影響を及ぼす一因とな

ると予想されている。熱帯林0

は，太陽エネルギーを潜熱化Vd,，ヘリ型一一イ、グンーr・空1画3報1u 能戸

する割合が商いので，熱帯林．）や蛾

が消失した場合，気温の変動が激しくなり，地域の熱収

支に大きな影響を与える。その規模が大きくなるにつれ

て，地球的な熱循環に影響を及ぼすことが懸念される。

特に，半乾燥地域の森林の減少は，砂漠化の進行を促進

する一因となっている。また，大気中の二酸化炭素波度

の増加による「温室効果」により，気温の上昇や降水分

布の変化などの気候変動が起こる可能性の商いととが明

らかになりつつあるが，その主要因としては，化石エネ

ルギーの消費量の増大が考えられていたが，最近の研究

では，森林の減少もその一要因になっていると推定され

ている。熱帯林の減少傾|句が，このまま推移すると，地

球的規模の気候の不安定化要因になることが懸念されて

いる。

⑥熱帯林の減少は，動・植物の個体数の減少，種内の

多様性の減少，さらには種そのものの滅失にまで影響を

及ぼすため，貴重な遺伝子資源としての生物の消失が進

行していると予測されている。米国政府特別報告による

と，2000年までの約20年までの間に熱構林の減少に伴

い，少なくとも25万～80万種の熱帯林内の動・植物種

（世界の消滅予測量の57％）が消滅するとも予測され

ている。

4．熱帯林の適正な開発と保全

熱帯林は，熱帯諸国の人口増加や生活水準の向上に対

応して，無秩序に開発されている。その結果，熱帯林は

急激に減少し，さらには荒廃地が拡大して，地域住民に

大きな影響を与えている。多くの熱帯諸国では，森林か

らの直接的・短期的な利益を追及し，熱帯林の土鋤生産

力や森林の公益的機能を軽視しがちである。このままの

状態で推移するならば，上図に示したように原生林は，

激減するとともに，持続的な農林業は，不可能となり，

大半の土地は，荒廃地化するものと予想される。

熱帯林の瞳かれている状況や，そこで生活している住

9

0

時 間,’

熱帯林地域の土地利用変化の概念図

民の生活基盤が農林業にある現状を踏まえると，今後と

も熱帯林への依存は，避けられないことである。その場

合，地域の実情に応じて，持続的な腱業生塵林業生

産，あるいは両者の複合生産を行うことにより，地域の

経済の発展ならびに住民生活の安定を図ることが，熱帯

林の適正な開発と保全を進めていくことの基本となる。

また，過酷な農林業生産等によ･り，すでに荒廃地化した

地域については，森林造成等により，その復旧を図るこ

とが急務である。

熱帯林の開発と保全を進める場合，住民参加による政

策を推進していくことが重要である。適王な熱帯林の開

発と保全は，住民の自助努力によりなされるものであ

り，地域の伝統や住民のニーズに埜づいた対応が不可欠

である。

なお，熱帯林問題の埜本的背景としてj当該諸国の人

口問題,社会.経済問題等が横たわっているので，当

面，農山村住民の立場に立った生活基雛の安定を図るこ

とを重点に進めるとともに，さらに工業政策等を含めた

広範な対策が必要である。

熱帯林の適正な開発と保全を図るには，以上の考え方

に基づき，以下の各事項の積極的な推進が必要であると

考える。

i)熱帯林の経営管理の推進

現在，熱帯林における用材生産においては，経済価値

のある特定の樹種を対象として伐採がなされているがシ

今後，熱帯林の適正な管理を進めていく場合，長期的な，

森林の経営の理念（持続的な木材生産を行いつつ公益性

を考慮した適正な管理を行うという理念）に基づき，熱

帯林を持続的に経営管理していくという考え方が必要で

ある。そのためには,長期的かつ適正な計画に基づき●熱

帯林の維持管理システムを適切に運用する必要がある。

ii)森林造成の推進

林業技術No.5211985.8
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森林の造成は，薪炭材の確保とともに，熱帯林地域に

多く発生する土壌の浸食,土砂の流出等に対する環境の

保全に有効であり，広範囲の土地を面的にカバーし得る

総合的対策である。従って，過去の焼畑などによって森

林が荒廃して草地化した箇所の森林造成や地域住民の生

活に必要な薪炭材等の確保のための半乾燥地域等での森

林造成などを積極的に推進する必要がある。

iii)定着農業の振興

焼畑耕作から，永年作物の栽培，水田農業，持続的な

畑作物の栽培等の定着農業への移行を促進し，住民生活

の安定を図る必要がある。

今後,開発の対象とされる熱帯林は,従来の開発地域に

比し，地形的・環境的な条件がいっそう厳しくなるもの

と思われる。従って，このような場所での持続的農業生

産を行うためには，過酷な自然条件に対応し得る瀧がい

施設等の生産基盤の整備が必要であるとともに，熱帯林

地域での適正技術の開発およびその定着が必要である。

iv)農林複合的土地利用の推進

熱帯林地域の厳しい潔境条件の下では，農業と林業を

有機的に組み合わせた農林複合的土地利用（アグロフォ

レストリー）が，熱帯林地域の食料．薪炭材等の不足，

荒廃地の拡大などの解決にも有効な土地利用の方策であ

ると考えられるようになってきている。

現在多くの熱帯諸国で，地域の社会．自然環境に適合

した適切な方式に改善されて導入されつつあり，成功例

もでてきているので，今後，農林複合的土地利用の特長

を生かして，さらにその適用を推進していくことが必要

である。

v)熱帯林の保謹

熱帯地域は，重要な生物資源の宝庫である。特に，近

年遺伝子資源としての熱帯の生物の重要性が高まってい

る。そのため生物の保謹を含め，生態系としての熱帯林

の保謹を図っていく必要がある。

vi)土地利用計画の策定

熱帯林の適正な開発と保全を図るためには，熱帯林地

域の自然環境の特性，経済・社会の動向，開発による影

響等を総合的に評価し，長期的な熱帯林の土地利用計画

を策定する必要がある。

5．わが国の対応

熱帯林の開発と保全は，当該諸国の自助努力により行

われることが前提となるが，一般に熱帯諸国において

は，資金，技術および人材が不足しており，先進諸国や

国際機関等の協力なしには，解決し難い状況にある。

林業技術No.5211985.8

熱帯林は，食料，木材等の生産の場にとどまらず，地

球的規模での気候の安定や多様な生物の保存等に寄与し

ており，国際的に重要な共通的財産である。従って，熱

帯林の適正な開発と保全は，単に熱帯諸国の問題にとど

まらず，先進諸国を含めた地球全体の問題としてとらえ

る必要がある。わが国は，このような認識に立ち，国際

社会の一員として積極的に熱帯林の開発と保全に関し

て，協力を進めていく必要がある。その場合，以下の国

内体制の整伽等を図って行く必要がある。

i)資金・技術協力の拡充

わが国は，熱帯林に関する資金・技術協力の拡充を図

っていく必要がある。特に，熱帯林の適正な経営管理，

荒廃地の森林造成，半乾燥地域の薪炭林造成などの分野

に重点をおいて協力を進めていく必要がある。その場

合，地域住民の立場を踏まえた協力を推進することが重

要である。

ii)熱帯林研究の推進

熱帯林の開発と保全の調和を図るためには，農林業の

分野にとどまらず，生態学的，地球科学的研究をも含め

た総合的な熱帯林研究を進める必要がある。そのため，

わが国の熱帯林研究の核となる研究センター的な機能の

整備・充実を図るとともに，熱帯諸国と協力して，現地

に研究フィールドを設定し，熱帯林研究を推進していく

必要がある。

iii)民間団体等の育成・支援

国際協力を効果的に進めるためには，国の援助と民間

の活力を組み合わせていくことが重要である。このた

め，コンサルタントの育成や非政府機関の活動を支援し

ていくことが必要である。

iv)国際機関等との連挑の強化

熱帯林の問題は，わが国一国のみで解決できるもので

ないので，先進諸国間さらには国際機関との連携を取り

つつ進めていくことが重要である。特に，原生林保謹地

区の設定等の熱帯林保全分野に関しては，国際機関等と

の連携を強化して進めていくことが重要である。

おわりに

わが国は，木材･の輸入を通じて，熱帯林と深くかかわ

っている。開発途上国の用材生産量の約14%(1980年）

は，輸出にまわされており，その約半数をわが国が輸入

している現状にあるからである。その意味で，わが国は

熱帯林に関する認識をいっそう深め，今後とも，その開

発と保全について，積極的に対応していく必要がある。

（やまざきまさみ・科学技術庁資源調査所第3調査グループ）
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’ 坂口勝美

欧米と比べた日本の林業技術
科学技術庁報告『技術水準と研究開発ポテンシャルの総合的調査分析』から－

I調査分析の概要2．調査の内容

1．調査の目的この澗査分析は，上述の目的のもとに科学技術庁計画

今後，わが国が科学技術立国を実現し，科学技術によ局が昭和57.58年度の2カ年計画で，厚生省，農林水

って世界の発展に応分の貢献をしていくためには，わが産省，通商産業省，郵政省の関係省庁の分担協力によっ

国唯一の資源ともいえる頭脳を結集し，自主技術開発をてとりまとめたものである3)。

進めていくことが必要であり，その際，国としてはいま注2）本調査のうち「森林施業」と「木材加工利用」の

叢で以上に総合的な科学技術戦略をたてる必要がある。2課題は，農林水産省農林水産技術会議事務局のもとに’

この調査研究は，わが国の科学技術水準，研究開発ポ （社)日本林業技術協会に分科会を設置し，数多の専門家と関

テンシャル'）（以下「水準｣，「ポデンシャル」と略す） 係機関の協力によってとりまとめられた。なお，全般にわた

る連絡調整は，科学技術庁計画局に設置された研究開発ポテを欧米先進国との定性的・定量的な比較をして，今後わ
ンシャル澗査委員会によって，円滑な推進が図られた。

が国が行うべき研究開発の方向，および研究開発ポテン
評価対象課題は，わが国の存立・発展のために必要な

シャルの強化策等を検討する科学技術政策立案上の基礎
科学技術課題とし，科学技術会議第6号答申（昭52．5

街料とすることを目的としたものである。
・25）において明らかにされた重要研究開発課題を参考注1）この澗壷で，科学技術水準は「過去の科学技術活

にして，関係省庁の協力を得て，図･1のとおり目的部勤の総秋，または成果として現在到達している水準｣，研究

開発ポテンシャルは「新しく研究開発を要する問題I軸遇し 門区分，科学技術分野区分の体系分類のもとに83課題

た場合．それまでに蓄潰した科学技術を活用しながら直面す が選ばれた･本稿は図・1に示式資源・エネルギーの

るであろう撚々な障害をのりこえて，自力でどの程度新しい 確保部門の資源分野に含まれる「森林施業」と「木材加

問題を解決することができるかという，潜在的な自主研究開工利用」の2課題について，特に詳記することとする。
発能力の水準」と竃義することと･した。

目的部門区分科学技術分野区分鯛査科学技術諜題

一エネルギー－－核融合，ほか14課題
一奉請.－今….塾警_命､燕,園I垂燕”雪壼…．‘=1‘_…

匿*"、簡三驚雛資源・エネルギーの確保一

生溝･富燃環…傭-に灘鱸二憩鱒繍鱸鳥6課題
健康の維持・増進一健康医縦一化学物質の安全性評価，ほか4課題

わが国の存立と発展のた
めに必要な重要科学技術一

ー

産業構造の高度化一

一情報一ビデオディスク，ほか5課題

一半導体一一半導体集積回路，ほか2課題
一通信一一光ファイバー，ほか8課題

一メカトロニクスーレーザピームプリンター，ほか5課題

一宇宙航空一電波計測，ほか3課題

一ライフサイエンス一戦神活動の生理学的解明，ほか3課題－ライフサイエンス一緒神活動の生理学的解明，

先導的・基鯉的一極限技術一超高真空，ほか2課題科学技術.､の振興一
一新素材一生体適合材，ほか3課題

図･1科学技術課題の体系的分類

林業技術No.5211985.8
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3．水準およびポテンシャルの総合評価

森林施業と木材加工利用の2課題の評価は，それらを

構成する主要なキーテクノロジーを選んで，それぞれの

個別技術の水準とポテンシャルの評価を総合して判定す

こととした。なお，各課題ごとの水準とポテンシャル

は，米国および欧州(原則として最も技術優位の国1国）

と比較して相対的に評価することとし，米国を埜準とし

た場合の日本および欧州のレベルを，次の5段階で表し

た。

評価値は，米国に比べて日本（または欧州）は，高い

⑤，やや高い④，同等③，やや低い②，低い①とした。

Ⅱ森林施業および木材加工利用に関する

科学技術水準と研究開発ポテンシャル

1．森林施業

（1）技術内容

世界の木材需給が長期的にはひっ迫の度合を強め，森

林の減少に伴う環境の悪化が懸念されているなかで，再

生産可能な資源である森林資源は，林産物の供給ならび

に国土の保全，水資源のかん謎，自然環境の保全・形成

等の多様な公益的機能の発揮を通じて，わが国の将来に

わたる国民生活の安定と向上に重要な役割を果たすもの

と考えられ，森林資源の整冊iを図っていくことは重要な

国民的課題である。しかし，わが国の森林・林業の現状

をみると，1人当たりの森林面談は世界平均の0.9haに

対して0.211aにすぎず，森林全休の40%の面積を占め

る人工林も30年生以下のものが84％と，総じて育成途

上にある。また，林業は経営の採算性が悪化してきてい

るなど厳しい環境条件下にある。

森林施業技術は，このような森林・林業を巡る状況を

踏まえて，森林の機能を最大限に発揮させつつ，効率的

に森林資源を利用・再生する技術であり，多くの個別技

術を総合化したものである。

この調査では，森林施業技術の今後の画期的向_上を図

るうえで，特に重要と考えられる①リモートセンシン

グによる森林管理情報整備技術（以下｢R.S.関連技術」

と略す)，②育種技術，③機械作業技術，④水土保全

技術，⑤大気浄化技術，の5つの技術をキーテクノロ

ジーとして取り上げ，これらの技術についての調査結果

に基づいて，森林施業技術の水準およびポテンシャルを

評価することとした3)。

注3）この課題には，このほかに適地判定，密度管理，施

業形式，被害防除鯖虫害・動物害・気象審)，琢境保全(野

生鳥獣・風致・保健）等の技術が関与している。

林業技術No.5211985．8

（2）水準およびポテンシャルの評価指標

水準評価の指標として,R.S.関連技術は実用化度お

よび性能値を，育種技術はクローン数，採種園面積およ

び育種効果を，機械作業技術は架線方式，リモコン化普

及度，多工程処理の実用化および性能値を，水土保全技

術は量水試験区数，土保全対策技術，崩壊等危険度の予

測および緑化有用植物種数を，大気浄化技術は大気汚

染，炭酸ガスおよびフィトンチッドに関する技術動向

を，それぞれ主要な指標とした。

ポテンシャル評価の指標としては各技術とも研究者数

のほか,R.S.関連技術は研究室等の数を，育種技術は

研究組織および研究費を，機械作業技術は研究装備の状

況および研究費を，水土保全技術は量水試験区数を，大

気浄化技術は研究装備状況を，それぞれ主要な指標とし

た。

（3）総合評価

①わが国の森林施業技術の水準およびポテンシャルは

構成各キーテクノロジーの評価値から，総体的にみて，

米国と同程度であり，欧州もまた，米国と同程度と評価

される。

②各キーテクノロジー別に水準をみると，わが国は米

国に比べ，大気浄化技術でやや遅れ,R.S.関連・育種

および機械作業の各技術では同等で，水土保全技術では

同等ないしゃや進んでいる。また’欧州は米国に比べて

R.S.関連技術でやや遅れ，育種・機械作業・水土保全

および大気浄化の各技術で同等である。

③各キーテクノロジー別のポテンシャルをみると，わ

が国は米国に比べて，育種技術でやや低く，機械作業技

術で同等ないしゃや低く,R.S.関連および大気浄化の

両技術では同等で，水土保全技術はやや高い。また’欧

州は米国に比べて，育種技術でやや低く,R.S.関連，

機械作業．水土保全および大気浄化の各技術で同等であ

る。

④以上の評価は，冒頭に述べたように，森林施業の向

上を図るうえで必要な技術のなかから特に重要な5つの

キーテクノロジーを選んで，それらの評価に基づいて総

合判断したものであり，それ以外の諸技術の評価は考慮

されていない。なお，森林施業の対象である森林の内

容，自然的条件および社会的環境は国によって異なって

いるため，必然的に，それらに対応して技術の特色，重

点も国によって異なっている。したがって，水準および

ポテンシャルの評価にあたっては，単に評価指標値を対

比するだけでなく，各国の技術の特色，重点をも考慮に
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いれ，総合的な観点から判断した。

⑤今後においては，総体的にみて，わ

が国では，研究員，研究開発費の充実拡

大が必要であると考えられる。

2．木材加工利用

（1）技術内容

戦後，営々として続けられてきた造林

によるスギ等の針葉樹林は，間もなく成

熟期を迎え，今後，その供給力は急速に

増大するものと見込まれており，その有

効利用を図ることは，木材関連産業の発

展にとってはもちろんのこと，森林資源

の充実，林業の発展そして，その基雛社

会である山村の振興のうえでも極めて重

要である。

この調査では，国産針･葉樹造林木の有

効利用を図るうえで必要な技術のうち，

特に重要と考えられる①製材技術，②

単板積層加工技術，③防腐賑）防虫処

理技術，④住宅用部材としての利用技

術，の4つの技術をキーテクノロジーと

して取り上げ，これら技術についての調

高
い
５

や
や
高
い
４

軽水炉の安全性

科
学
技
術
水
準
（
日
本
）

同
等
３

木材加工利用,森林施
業,太陽熱発電,地熱
発電,海洋ｴﾈﾙギー，
バイオマス変換

オイルサンド・オイル

シェール,核職合,放
射悩菟棄物処理および

処分食品流通･貯風
食品加工,ウラン濃縮，
水産資源評価,高速増
殖炉，リン酸型燃料電
池深海謂査船,風力
ｴﾈﾙギー ,石炭ガス
化作物育種

や
や
低
い
２

家畜飼養管運太陽光
発電,石炭液化,作物
病害虫'綜,作物生産
管理

海底石油生産ｼステム

低

い

I

資源探査

低いlやや低い21同等31やや高い41高い5

査結果に基づいて，木材加工利用技術の研究開発ポテンシャル（日本）

水準およびポテンシャルを評価すること図･2日米(科学技術水準一研究開発ポテンシャル）＜資源・エネルギー分野＞

とした4)。

注4）この課題には，このほかに合板，集成材，パーテば，資源の鍬や質，生産規模，住宅工法等の差による技

イクルポード,紙，パルプ,木炭等燃材としての加工技術お術ニーズの相述をも考慮する必要があり，総合的にみ

よび木工技術簿が関与している。 て，わが国の水準は，多少弱点をもっているものの欧米

（2）水準およびポテンシャルの評価指標 とほぼ同等と判断される。なお，米国と欧州の水準は，

水準評価の指標としては，生産量，国産化率，性能値 ほぼ同等と判断される。

（コスト，歩止り，工場規模等）および経験（研究開始②わが国のポテンシャルは，研究者数，研究開発費の
年，技術導入年）を，それぞれ評価の主要な指標とし 面からみると，欧米に比べやや低いが，各研究機関，研

た° 究者が，国産材の需要開発に対する強い社会的ニーズを

ポテンシャル評価の指標としては，研究者数，研究組背景に，意欲的に多様な研究に取り組んでいること，ま

織，研究開発賀，論文数を，それぞれ評価の主要な指標た，わが国では，今後導入活用が期待される先端技術で
とした。 あるエレクトロニクス等の周辺技術が充実していること

（3）総合評価などを考腫すると，欧米とほぼ同等と判断される。こう

①わが国，木材加工利用の水準について，製材技術した潜在ポテンシャルを十分に引き出すためには，大型
は，欧米とほぼ同等，単板稜層加工技術は，米国に比べ のプロジェクI､研究による国の積極的対応が必要であ

同等ないしはやや遅れ，欧州よりは進んでいる。防腐る。

（蟻）防虫処理技術は欧米に比べ，同等ないしはやや遅なお，米国と欧州のポテンシャルもほぼ同等と判断さ

れ，住宅用部材としての利用技術も同様である。れる。

こうした対比にあたっては，相互の基盤の違い，例え③なお，わが国の水準は，個別技術では欧米に比較

林業技術No.5211985.8
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図｡2，図･3は，水準を縦軸に，ポテ

ンシャルを横軸にとり，5段階の評価値

で升目を作り，各課題を米国を基準③に

してとった日本（または欧州）の評価値

に従ってプロットしたものである。すな

わち，図･2は縦軸が日本の相対的水準

を，横軸が日本の相対的ポテンシャルを

示す，水準とポテンシャルを比較した図

である。同様に，図･3は欧米の水準一

ポテンシャルを示すものである。

これによって，資源・エネルギーの確

保分野を全体的にみると，わが国の科学

技術は米国に比べて，水準もポテンシャ

ルも低いものが多い。この中でエネルギ

ー分野と資源分野では，米国でかなり古

くから研究開発を始めている課題が多

く，開発期間の長さと技術諮職の差が日

米の差を生じてい愚主要因であるとみら

れている。

2．課題を取り巻く環境の分析結果

全課題から多くの調査分析がなされた

が，その中で，特に指摘された，各課題

を取り巻く環境条件として共通な問題点

は，次のとおりである。

i人材，特に独創的な基礎研究に推わる研

高
い
５
や
や
高
い
４
同
等
３
や
や
低
い
２

高速増感戸

1 1，

科
学
技
術
水
準
（
欧
州
）

放射悩菟黎吻処理およ

び処識森林施業,太
陽熱発電,木材加工利
用，海洋ｴﾈﾙギー ，
石炭ガス化､風力エネ

ルギー,瀦毎調査船

軽水炉の安全性,作物

病害虫防除,ウラン瀧
縮

食品加工,作物育楓
象畜飼養管理,食品流
通･貯蔵核融合,オ
イルサンド・オイルシ

ェール‘水産賛源評価，
パイオマス変換,地熱
発電,太陽光発爾,海
底石油生産システム

資源探査
石炭液化

作物生産管理

ﾛ ﾛ

低

リン酸型燃料電池い

I

低いlやや低い2同等3やや高い4高い5

研究開発ポテンシャル（欧州）を取り巻く環境条件として共通な問題点

図.3欧米（科学技術水準一研究開発ポテンシャル）＜資源。エネルギー分野＞は，次のとおりである。

し，決して劣っていない。むしろ進んでいる部分も多わが国の研究人材，特に独創的な基礎研究に推わる研

い。しかし，個別技術を総合化し，近代的生産システム 究人材が米国に比較して圧倒的に少ない。研究開発費に

に結び付ける技術については，やや遅れており，それが 関しても同様である。次に，基礎実験データ，ソフトウ

国産木製品の非木質製品，輸入木製品との競合面での弱エア，科学技術文献を米国に依存している面が多く，わ

点となっている。これは，今までの技術開発が，ハードが国の蓄積は少ない。さらに，米国と比較して，産・学

面を中心として進められたためで，ソフト技術の開発力・官，特に産・学の協力・連携が弱いことや，国際的二

が弱く，今後，この分野の開発を強力に進める必要があ一ズを主体にした開発に十分な取り組みがなされないこ

る 。とである。

また，わが国の技術は，欧米の技術の適用にとどまつ（さかぐちかつみ・日本林業技術協会顧問）

ているものも多く，今俊，わが国の環境に適した独自技

術の開発が強く望まれる。引用文献

Ⅲ資源．エネルギー部門の調査分析および昭和58年度科学技術庁委託調査研究報告番：科学技術水準

課題を取り巻く環境分析の結果 及び研究開発ポテンシャルの総合的綱査分析，＜要旨＞，

＜総論＞，＜各論＞，（社)科学技術と経済の会，昭59．3．
1．資源・エネルギー部門の調査分析結果

注：本稿は「森林施業」と「木材加工利用」の2課題を中核
紙面の制約もあり全課題についての調査分析結果は割

とし，特にそれらと関連のあるものを上記文献より摘録
愛し，「森林施業」と「木材加工利用」の2課題が含ま

した。全課題についての詳細は上記文献を参照していた
れる「資源・エネルギーの確保」分野の課題全般につい

だきたい。
て，その比較評価を一覧図でみると，日米は図・2，欧米

は図・3のとおりである。

林業技術No.5211985d8
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R･ブロッホマン･(訳)熊崎実

林業資源と環境下）

6．森林の経営方式と環境インパクト

これまでにお話ししました4つの経営方式は，

さまざまな林業資源のうち木材資源がほとんど例

外なく絶対的な優先順位をもった時代に開発さ

れ，適用されてきたものです。いずれも収穫保続

の原則のもとで運用できるのですが，その投入・

産出環境においては著しい相違があります。皆伐

や萌芽方式，特に人工林やエネルギー林などの近

代的なタイプのものは，半自然方式や択伐方式に

比べますと，地栫え，植付材料，施肥，各種農薬

の施用，収独の面で人工的なエネルギーをより多

く必要とし，またそれに頼っているところがあり

ます。これら2つのグループでのエネルギー投入

量の比は3対1ぐらいであると推定されます。

近代的な萌芽，皆伐方式は，木質生産の極大化

をねらい，人工エネルギーの多用を伴っています

から，その森林生態系は人為による操作に強く依

存せざるを得ません。この方式で作られた林分は

多様性に乏しく，抵抗力・回復力ともに弱くなり

ます。これに対して半自然，択伐方式の林分は抵

抗力が強くて多様性に富んでいます。また人為的

操作に依存する度合が小さく，自然のプロセスに

従っていて，経営の観点からしますと，自然のも

つ「生物学的オートメーション」の能力を活用し

ているといえましょう。

このように，森林生態系に異なった経営方式を

適用しますと，異なった投入環境をもたらすこと

になります。それでは産出環境のほうはどうでし

ょうか。こうした外的影響の変化が，生態系の構

成員である有機体にどのような結果をもたらすの

’
でしょうか。

中部ヨーロッパの林業が皆伐方式を長期にわた

ってひろく採用してきたため森林の構成が変わっ

てきました。さらに近代的な農業生産は西ドイツ

の生物学的環境をすっかり変えてしまいました。

わが国の植物相，動物相の現状をよく示している

のは次の数字です。西ドイツの2,350種類の植物

のうち895種,つまり38％が「消滅の危険あり」

に分類され，このうちの57種は森林の植物なの

です。鳥類では238の固有の種のうち19種の8

％が絶滅し，86種36％が危険にさらされていま

すが，それには林業の経営活動も－少なくとも

部分的に－責を負わなければなりません。

森林生態系における種の数が，特定の経営方式

のもとで減少することがあり得ると申しました

が，特定種の個体数はまた別のことでして，例え

ば皆伐方式の森林は，半自然，択伐方式に比べま

すと，鹿類の生息条件をかなり良くします。

こうしたことは生態系自身に影響を与えるだけ

でなく，その産出環境にまで影響が及びますが，

さまざまな資源の産出に対してはまた違った効果

があります。この点について簡単に述べておきま

しょう。

－木材の量的な産出は半自然，択伐方式で低い

けれど，単位材積当たりの価格は高くなりま

す。

－経営方式が水資源にどれほど影響するのか正

確にはわかっていません。現在までのところ流

出パターンへの効果については，多くのことが

わかっているのですが，各経営方式が森林の水

林業技術No.5211985.8



16

消費，したがって人間に利用可能な水の量に与

える影響に関し毒一般的に適用できるようなデ

ータが欠落しています。しかし，水質の面では

半自然，択伐方式がすぐれていることが明らか

にされています。

－森林のレクリエーション的価値は，一般に森

林の多様化，高齢化，入りやすさ，レク活動に

伴う諸害への抵抗性の増加とともに高まってく

るといわれています。半自然方式の森林はいず

れの点でも他に勝っています。

一半自然，択伐方式の森林において保護的な面

でのアウトプットが大きくなるのは，抵抗力と

回復力が強いからにほかなりません。

以上述べました林業資源のほかに，中部ヨーロ

ッパでは過去10年ほどの間に関心が強まってき

た分野があります。それを資源と呼んでよいか

どうか多少疑問ですが，景観攪源(landscape

resource)とでも名付けておきましょう。問題の

背景は次のようなものです。

7．生命維持装置としての森林

‘中部ヨーロッパには，原生林はもとより，原生

植生は1haたりとも残っていません。過去7,000

年にわたって，特に過去1世紀の間に農地のほと

んどすべてと林地の大きな部分を，初期の遷移段

階にとどめ，ますます人為的な安定化に頼る，き

わめて生産的な生態系に変えてきました。そうす

ることで，私たちはわが国の景観を根本から変え

てしまったのです。研究の結果からも，あるいは

単純な観察からも明らかなように，私たちの生物

的環境はますます貧しくなってきました。そこ

で，私たちは自然の営みを危機に陥れているので

はないか，あるいは，私たちの社会の質を低下さ

せているのではないか，さらには，オダムの言葉

で申しますと，「生物環境の安定と審美的なよろ

こびに不可欠な生命維持の緩衝装置を失いつつあ

るのではないか」といった論議が聞かれるように

なりました。私たちは「二次的な原生地域」によ

って問題を解決するわけにはいきません。中部ヨ

ーロッパにはそのようなスペースがなく，農地や

林地の経営方式を通して解決するほかはないでし

林業技術No.5211985.8
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図･3土地利用のタイプと小生活圏としての価値

出所:Bechet,G.H｡,1976,DerBiotopwert,Diss.MiinChen

ょう。とすれば，問題は次の2つです。

1）景観資源の一部として経営方式ないしその生

態系をどのように定性的に評価するか

2）どのような生態系がオダムのいう「保護的な

生命維持環境」として役立ち，それがどれくら

い必要なのか

林業資源につきましては，広く受け入れられる

合意に達しているのですが，農業資源について

は，まだそこまではいっていません。私たちは次

のような接近方法をとっています。

土地利用のタイプごとに景観価値ないし小生活

圏(biotope)の価値を調べる方法はいくつかあり

ますが，図･3にはベチェット氏が提案した方法で

澗査した結果が示されています。このやり方で基

準となっているのは，動植物相の多様性，植生の

垂直的構造，植生の自然さ，微気候の発達および

人間による利用のインパク|､です。小生活圏の価

値は複層林において最も高くなっています。輪伐
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表･1非経営林と経営林における種の多様性（国立公園「バイエルンの森｣）

｜
’

》
｜
恥
一
弱
皿

経営林
休齢

儲
一
妬
２

5－10

20

0

10－30

25

1

30－60

40

8

60－100

45

11

'00－150

50

18’ ’極の数

うち希少な種

出所:Bibelriether,H.,1979;WaldundNatUrschutZ,in:Stern(Hrsg.)RettetdenWald,Miinchen

表･2西ドイツにおける土地利用のタイプ

％

｜
、

８
７
６
３
５
３
８

●
・
●
●

●
●
わ

０
１
０
１
９
５
０

１
２
５

沼沢

水面

荒地

市街地，工業地区，交通敷，レク
リエーション地区など

森林

腿地

その他

計

保護的な生命支持環境

(成熟システム）

生産的な生命支持環境 出所：ドイツ述邦共和国統計年鑑，1984

システムを必要とします。1つ力蛍，保護的

な，主として自然のシステムでありまして，

「基層(substrate)を安定させ，大気・水循

環の緩衝となり，温度や他の物理的要素にお

ける極端なものを緩和すると同時に，しばし

ば生産物を供給する」系であります。第2は

生産的な，主として成長のシステムでありま

して，「食料や繊維を供給する農地，放牧地，

造林地，集約的に経営される森林」がこれに

当たります。第3のものは，廃棄物ないし分

解のシステムでして，「都市工業システムや

廃棄物同化環境

工亡
(成長システム） (分(分解システム）

都市・工業環境

(非生物的システム）

図･4生態系理論による環境利用計画のモデル

出所:Odum,E.P.,1983,BasicEcology.

期の長さも鳥類相の多様性を左右する要因でし

て，私どもの国立公園での調査結果を表・1にか

かげておきました。特殊な場所では，亜高山帯の

トウヒ林のように一斉林になっていることもあり

ますが，通常は多樹種の広葉樹または針葉樹ない

し針広混交林です。

いずれにせよ，景観資源としての森林生態系の

働きを経営方式ごとに評価する方式はいくつかあ

りまして，実際に使うこともできます。

さて，2番目の問題につきましては，図･4にあ

りますようなオダムの理論モデルが使えます。こ

れは異なった生態系に基礎をおく環境利用計画の

ためのモデルでして，人間の環境，つまり都市・

工業の環境はその生命を支えるために3つの環境

農業システムが生み出す莫大な廃棄物を同化す

る」系であります。

小生活圏の評価結果からも明らかなことです

が，近代的な皆伐，萌芽方式を用いますと，生産

システムにしか入れてもらえない森林になってし

まいます。他方，択伐，半自然方式のもとでの森

林は保護システムに入るといえましょう。

8．国土利用と森林経営

西ドイツの土地利用の構成をみますと，農業的

利用が非常に多くて55％を占めています(表・2)。

このほとんどは集約的に管理されており，全土地

面積の29％は耕される土地です｡生産的な系や人

間の系に比べて保謹システムと同化システムの面

積が少なく，国土の30％近くを占める森林は保

林業技術No.5211985.8
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潜在的な天然の森林構成現在の森林構成目標とする森林構成

図･5ニーダザクセン山林局セルホーン森林区における森林構成（過去・現在・未来）

出所:Hanstein,U.,1984,WelcheWiinschehatderNaturschutzandieForstwirtshaftundwielassensie

sicherfiillen．H、22

誰システムとしての機能を果たしうるように利用

され経営さるべきであるとされているわけです

が，現在の森林を二次的原生地域に変えることが

できない以上，これを半自然，択伐方式で経営す

るしかありません。中部ヨーロッパにおける林業

の一般的なモデルは，輪伐期が100年以上で，主

に天然更新による樹種混交の複層林ということに

なります。このようなモデルの帰結として

・遺伝的に改良された植栽材料は使わない

・人工的な地栫えはやらない

・林地改良のような特殊なケース以外は施肥を

しない

・除草剤は使わず，殺虫剤もたまにしか使わな

い

・森林内作業の高度な機械化はやらない

「生物圏の安定と審美のよろこび」を確保する

に十分な，生命維持のための緩衝装置として，国

土の何パーセントくらいの保護的なシステムが要

求されるのか，今のところだれも正確な数字を示

すことはできません。大胆な推測によるしかない

のです。あらゆる政治的決定は条件つきのもので

して，近年の森林立法は理論的な基礎づけのうえ

に決められているのではなく，大衆の感情的な圧
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力に従うことが多いのです。それはともかく，決

定がなされてしまいました。

公的な森林所有主体は，半自然方式の採用を義

務づけられました。私有林でも保謹林や保健休養

林に指定された場所は，この方式を採らなければ

なりません。森林所有者の自由意志で萌芽・皆伐

方式から半自然方式に変えさせるために，いろい

ろな公的な助成策が提供されるようになっていま

す。西ドイツは,木材の消費量の40％を輸入に頼

っていながら，木材生産のことをすっかり忘れて

しまったかのような印象を与えるかもしれませ

ん。私たちは木材生産に関心をもっています。し

かしそれ以外の林業資源にもっと大きな関心を寄

せているのです。保護的な経営方式のもとで生え

てくる林木は育てられ,最後の1xnsまで収瀧され

ることになるでしょう。半自然的な経営方式とい

うのは，数多くの相対立する利害への奉仕を余儀

なくされた林業が，何とか見つけ出した妥協なの

です。

生態学的な観点から申しますと，わが国の農地

の少なくとも10％は利用しないでおくか，あるい

は粗放な利用にとどめるべきだとされています

が，私たちはまだ政治的に満足のいく解決をみて



おりません。ヨーロッパ共同体加盟国の，規制さ

れた農産物市場システムはこの点であまり役に立

っていないのです。

9．保護的生態系への変換計画

最後のまとめに入ります。私はまず,19世紀の

森林の改善期にわが国の森林がいかにはげしく変

化したかを述べ，続いて今日私たちが考えている

林業の一般的モデルについてお話ししました。皆

さんは，現実と目標とがかけ離れていることにお

気づきになったでしょう。私たちは今，わが国の

森林をより生産的な生態系からより保護的な生態

系に変換していく第2の改善期にいるのです。そ

れは疑いもなく，長くてやっかいな仕事に違いあ

りません。これから1世紀の年月を要するでしょ

う。

私たちが追求していることを十分に理解しても

らうために実際の経営計画の一例を挙げておきま

す。図･5は西ドイツの北部，ニーダーザクセン州

の1森林区のもので，3つの欄がありますが，最

初のAは潜在的な森林構成，2番目のBは現在の

森林構成，3番目のCは将来の計画のものです。

天然の森林構成はナラとブナの多い広葉樹で，マ

ツとトウヒが少しまじっている程度でした。今で

は，90影が針葉樹で主にモノカルチャー的に育て

られたものです｡私たちはそれを50％以下に引き

下げる計画をたて，混交林の造成と広葉樹の再導

好評発売中／
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入をもくろんでいます。

将来の森林は，自然のままの森林の単純な複写

にはならないでしょうが，今日存在する森林より

もそれにずっと近づくことになるでしょう。この

ような変換は可能な限り皆伐によってではなく，
ひご

現存林分の庇護のもとで行うこととし，また現存

林分の価値成長が最大になったところで切り替え

る予定です。そのために変換に1世紀もかかって

しまうのです。この森林区の例はユニークではあ

りますが，私たちの「哲学」と私たちの計画と行

動を典型的に表しているといえましょう。

林業資源と環境にかかわっていえば，中部ヨー

ロッパの林業は新しい挑戦に直面しています。そ

の挑戦は，わが国林業がこれまでに積み重ねたこ

との結末と社会の動きの双方によってもたらされ

ました。私たちは過去の経験に学んできたと考え

ています。また，適切な理論を用いることがで

き，任務遂行のための実務的な知識をもっている

と信じています。同時に私たちはいろいろな障害

物があることを知っていますし，､環境管理として

の林業が始まったばかりであるということも認め

ています。

ご静聴ありがとうございました。（拍手）

(駆登誓言毒のる:羅懇蕊議選科長）

'85国際森林年。次代を担う子どもたちへ〈緑>のメッセージ

砂
A5判／オールカラー
128頁

定価950円（〒250）

旧版から10余年，構想新たに森林のいろいろな姿，森林と私たちの生活とのかかわり
を，カラー写真・イラストをたくさん使って，誰にでもわかりやすく解説理科・社会の
学習にも役だつ内容となっています。〔小学校高学年・中学生から一般向き〕

森 と 木 の 質 問箱 ●小学生のための森林教室●

〔監修林野庁〕

とのかかわり，緑の大切28項にわたる森と木の質問箱一森林の生態と機能,森林と人とのかかわり，緑の大切
さをやさしく楽しく説き明かします。[B5判･64頁･オールカラー定価500円(〒250))

‐発行日本林業技術協会
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図説日本の森林･林業｡木材産業

三村龍円｡薑永茂･矢野俊夫

近年，森林・林業に対する国民の要請が多様化，高度化する中にあって，林業，木材産

業はかつてない不況に見舞われており，森林を適切に整備し，生産から流通，加工に至る

体制を整え，国民の多様な要請に適切にこたえることが重要となっている。

本稿は，国民生活と深いかかわりを持つ森林・林業・木材産業等のこうした現状につい

て簡潔に解説したものである。国際森林年である今年，ご家族や身近な方々にもご覧いた

だければ幸いである。

図･1林齢別人工林面積I森林と国民生活

1．充実するわが国の森林資源

戦中から戦後にかけて，軍需用材，復興用

材の供給等のための森林伐採が進み，国土の

荒廃が大きな問題となった。このため，緊急

な造林事業や治山事業の推進など荒廃した森

林の復旧に対する諸対策がとられた。また，

その後の経済成長に伴う木材需要の増大に対

処して木材の増産が図られ，木材価格の上昇

もあって造林活動は活発に行われてきた。こ

れらの努力の結果，35年にはおよそ600万

haであった人工林面積が55年にはおよそ

1,000万haに達しており，森林資源の基盤

はほぼ確立された。これは，中国，ソ連，ア

メリカに次いで大きなものであり，その成果

は高く評価されている。

これらの人工林の大部分は，成育途上にあ

るが，近い将来次々に伐期に達し利用可能と

なり，木材供給量の過半を国産材で占める国

産材時代の到来が期待されている。

このため，今後，これらの森林を適切に保

育管理して，内容の充実した森林に育て上げ

るとともに，計画的な伐採に努め，国産材の

積極的な利用を図ることが重要となってい

る。

2．森林の公益的機能の高度発揮への要請

の高まり

森林は，木材の生産機能ばかりでなく，国
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図･3森林の公益的機能の評価額（年間） 地の3倍を上回る浸透能を有している。

林野庁では，47年10月にみどりの効用調

査（森林の公益的機能計量化調査）を行い，

こうした森林のもつ公益的機能の定量的な把

握を試みた。森林の公益的機能を現在(56
年）の貨幣価値に換算すると，国民総生産

（名目）のほぼ10分の1に相当する，国民

1人当たり年間およそ25万円もの公益的機

能を享受していることとなり，森林が国民生

活に及ぼす効用には計り知れないものがあ

る。

森林は，こうした公益的機能の高度発揮を

通じて国民生活と深くかかわっており，近

年，国土利用の高度化や各地の水不足の発生

等に加え，森林浴等のレクリエーション的利

用など森林の公益的機能の高度発揮への要請

が高まっていることから，森林を適正に保

育，管理してこれらの要請に適切にこたえる

ことが重要となっている。

3．国民生活と結びついた保安林

森林は各種の公益的機能を有しており，安

全で快適な国民生活を図るうえで，この機能

の高度発揮が特に必要な森林は保安林として

指定しその保全を図っている。

保安林は,59年3月末現在森林面積の3割

に当たる788万haに達しており，その整備は

量的には相当の成果をみている。

しかしながら，地域によっては，まだその

整備を必要とするところもあり，また，森

林・林業を巡る厳しい状況下にあって，機能

の維持，強化に必要な施業が行われず，機能

が十分に発揮されていない保安林が増加して

いる。

今後，安全で快適な国土基盤を形成するた

め，保安林整備計画に基づいて緊急かつ計画

的に災害防備等のための保安林の指定を進め

るとともに，適正な保育管理が行われていな

い保安林に対して，その積極的な整備を推進

することが重要となっている。

4．森林を被害から守る

森林は人間に対し有形，無形の各種の計り

千臆円
20406080100120

』

水黄源の
かん養

土砂流出
防止

土砂崩壊
防止

保健休養

野生鳥獣
保繊
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大気浄化

森林の公益的機能
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熟,』
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］

注：森林の公益的磯能の評価額は,47年評価額の試算に用いた単

価に56年単価を当てはめて試算したものである

図･4保安林の種類別面積
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土の保全，水資源のかん養，自然環境の保全

等の公益的機能を有している。

国立林業試験場の調査によると，スギ，ブ

ナ等の林地における単位面積当たりの崩壊数

や崩壊面積は，無林地の約半分にとどまって

いる。また，森林の土壌は原野等の2倍，裸

イー－－
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知れない恩恵を与えており，この意味で国民

共通の財産であるということができる。した

がって，これらの森林を守り育てるととも

に，次代を担う子供たちにこれを引き継ぐこ

とは現代に生きる我々の使命である。しかし

ながら，このように重要な森林が現実には，

松くい虫，林野火災，気象害等により毎年甚

大な被害を被っている。

松くい虫被害は，53年以降4年連続して

200万nl8を上回っていたが,57年度に147万

m3,58年度に124万m3(平均的な木造住宅

およそ4万戸分の木材量）と沈静化の傾向を

見せつつある。しかしながら59年度には，

夏期の全国的な高温少雨といったマツノマダ

ラカミキリの活動しやすい気象条件にあった

ことから，133万In8と前年度に比べ7%増

加し，依然として被害は大きい。

また，林野火災は,58年には4月の東北地

方を中心とした大規模な林野火災等により焼

損面積7,700ha,損害額48億円となった。

発火原因別の火災件数でみると，森林利用者

の不注意によるものが大部分を占めている。

このほか，風害や雪害等の気象害，スギカ

ミキリ等穿孔性害虫による被害，カモシカに

よる害など各種の森林被害が発生している。

今後，これらの被害の防除や予防に当たっ

ては，林業関係者の努力はもちろん，被害の

早期発見，自主的な防除活動など地域住民の

理解と積極的な協力が不可欠となっている。

Ⅱ木材の需給と木材産業

1．停滞する木材需要

わが国の木材総需要量（丸太換算）は，48

年の1億2千万nl3を最高に，その後減少し

たが，51年から55年までは年間1億～1億

1千万nl3で推移してきた。しかし,56年に

は住宅建設の急減等から1億m8の大台を割

り，その後も低迷を続けており，58年は,約

9,400万rn8とピーク時の約8割の水準にと

どまっている。

近年におけるこうした木材需要の低迷は，

①住宅建設の不振，②木造率（新設住宅着工

図･5松くい虫被害の推移
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図･6林野火災面積の推移と原因別発生件数割合（58年）
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戸数に占める木造住宅の割合）の低下，③木

材代替材の進出等がその要因となっている。

木材産業は，高度経済成長期には旺盛な木

材需要に支えられ，“作れば売れる”といつ
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図･7木材(用材)の部門別需要量の推移

11,758その他用

ケティング機能の強化など従来の木材供給に

は欠けていた分野にも目を向けることが重要

となっている。

2．非木造化が進む住宅建設

木材需要の約半分を占める建築部門の動向

をみると，新設住宅着工戸数は，48年の191

万戸を最高に，その後減少傾向をたどり，56

年以降110万戸台で推移している。

木造住宅は，わが国の気候，風土に適合す

る住宅として定着したもので，長い伝統を有

しており，現在でもなお国民の多くは，木造

住宅を望んでいる。

しかしながら,50年には67%であった木

造率が，その後低下傾向で推移し，58年には

52％，59年は50％と連年にわたり過去最低

を記録しており，国民の木造住宅への居住願

望が現実の木造住宅の取得に結びついていな

い。

今後，国民の木造住宅に対する根強いニー

ズにこたえ，木材利用の促進を図るために

は，木材の流通・加工体制の整備を図るとと

もに，木材および地域の特性を生かした良質

の木造住宅を適正な価格で供給できるよう，

木材産業が大工・工務店，建築士等との連携

を図り，積極的な販売活動を展開することが

必要である。

3．変化する木材輸入とその環境

わが国は，現在，木材供給量の約3分の2

を海外に依存しており，その輸入量は，世界

の木材貿易量の約2割，特に，丸太輸入量で

は，世界貿易量の約4割を占めている。ま

た，丸太および製材品（丸太換算）輸入量に

占める製材品の割合は，48年の9％から59

年には20％と高まっており，丸太輸入から

製材品輸入へと質的に変化する傾向をみせて

いる。

近年，木材輸出国は，丸太の輸出を規制

し，製品の輸出を増大させようとする動きを

強めるとともに，わが国に対して，木材製品

の関税引下げを強く要請してきている。

このため,60年4月に合板の関税引下げな
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た恵まれた経営環境にあったことから，木材

の需要拡大への取り組みが必ずしも十分とは

言い難かったが,最近,林業や木材産業の関係

団体が一体となって木材の需要拡大に組織的

に取り組む動きがみられる。今後，木材の需

要拡大を図るに当たっては，新しい需要部門

の開拓と併せて安価で良い製品の供給，マー
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どを内容とした総合的な対外経済対策を閣議

決定した。今後，低迷しているわが国の森

林・林業，木材産業の活力を回復させるため

の対策（森林・林業，木材産業活力回復5カ

年計画）を実施することとし，その進捗状況

をみつつ，関税の引下げを行うこととしてい

る。

4．低迷を続ける木材価格

最近の物価が安定した動きをみせている中

にあって，木材価格は，木材需要が大幅に減

少したため，55年から56年にかけて急激な

下落をみせ，その後も短期的には若干の変動

を伴いながらも長期にわたり低迷を続けてい

る。

最近における木材価格の特徴的な動きをみ

ると，丸太価格については，国産丸太は58

年から59年にかけて下落ないし横ばいで推

移したが，輸入丸太は59年に入って南洋材

産地国の異常気象による供給減からラワン丸

太が高騰したため，2月から5月にかけて急

騰し，その後，ラワン丸太の下落に伴って急

落するという激しい動きをみせた。

品目別価格の動きをみると，国産材の代表

的な樹種であるスギと，これと競合関係にあ

る米ツガとの価格において，スギが上位にあ

るものの丸太，製材品とも両者の価格差は縮

小傾向にある。また，最近における木造住宅

建設の不振等を反映して，ヒノキ構造材の下

図･11スギ正角価格を基準としたヒノキおよび

米ツガ正角価格指数の推移

図･9丸太および製材品(丸太換算)の輸入量の推移
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図･10木材価格指数の推移（55年=100)

卸売物価総平均指数

１
１ ・

ロ

ロ

５
０
５
０
５

０
０
９
９
８

6

４
２

一
一
一
一
《
《
一
一
一
一
｛

数
㈹
帥
帥
”
』
↑
伽
卯
別
別
』

牌
２
１
１
１
１

１ 8()1－

4

7it
[≦‐
55 56 57 58 59卿

（スギ正角価格＝100）
一～ー－－－ー1■■■－一一一一一一一一一一一一一 落が目だっており，スギとの価格差が57年

以降縮小している。

木材価格の大幅な変動は，国内の林業，木

材産業のみならず，国民生活にも大きな影響

を与えることから，外材については需要動向

に見合った適切な木材輸入を図るとともに，
jE－－，， ’11

5354 55 5859年56 57
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図｡12木材産業の売上高対営業利益率の推移 国産材については，供給体制を整備して，安

定的な木材供給を図っていくことが重要とな

っている。

5．深刻な不況にあえぐ木材関連産業

木材流通業界は，木材需要が停滞している

中で，木材価格の低迷，取扱量の縮減等から

長期にわたる不振を続けており，58年度の純

売上高に対する営業利益率はマイナス0．8％

と厳しい状況になっている。

また’製材業，合板製造業等の木材加工業

は’木材需要の停滞，木材輸出国の丸太輸出

規制の強化と製品輸出の拡大など需給両面に

わたる構造的変化がみられる中で，製品出荷

量の縮小と価格の低迷等から長期にわたる深

刻な不況に陥っている。この経営状況をみる

と，58年度の純売上高に対する営業利益率

は，製材業がマイナス3．0％，合板製造業が

マイナス0．4％となり，最近いずれも欠損を

計上している。

製材業,合板製造業においては，企業体質

％
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図．13木材需要量，木材価格と丸太生産量の推移
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の強化を図るため57,58年度には，木材産

業再編整備緊急対策事業に取り組み，過剰生

産設備の廃棄および生産方式の合理化を行う

とともに，59年度から木材関連事業体の集積

および生産方式の合理化を促進するための木

材産業拠点整備緊急対策事業に取り組んでい

る。

木材関連産業が，現下の厳しい環境を克服

し，安定的な発展を図るためには，地域の木

材関連事業体が一体となって，木材需要の拡

大に取り組むとともに，需給両面にわたる構

造的変化に対応して，マーケティング機能の

拡大やコス1，の削減等の経営の近代化，合理

化，原木の安定的確保等を総合的に推進して

いくことが急務となっている。

Ⅲ林業経営を巡る状況

1．丸太生産活動に及ぼす木材価格の影響

最近のわが国の丸太生産量は，ピーク時

(42年）の6割に当たる3,100～3,200万In8

の水準で推移している。丸太生産活動を左右

する要因としては，木材価格や労賃など経営

諸経費の変動があると考えられるが，ここで

は，木材需要とこれに伴う木材価格の動向と

の関連および木材価格の変動が丸太生産量に

及ぼす影響を分析した（図。13参照)。

49年から58年までの10年間の木材総需

要量と木材価格（山元立木価絡指数）との相

関関係をみると，経済の高度成長から安定成

長への移行期である前半は，石油危機等に伴

う急激な為替変動など木材価格を規定する他

の要因も想定されるため，相関関係が認めら

れないが，安定経済成長が定着した55年以

降は,高い相関関係がある(相関係数0.87)。

また，最近の木材価格と丸太生産量との関

係についてみると，木材価格が上昇した55

年には丸太生産量も増加したが，その後，価

格の下落，低迷に伴い，丸太生産通も減少，

停滞しており，55年以降について，木材価格

と丸太生産量との間の相関関係が認められる

（相関係数0.71)。

このように，今日の林業の動向は，木材需
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図｡14スギの造林投資利率
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図．15齢級別人エ林面積と間伐対象面稜
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要の低迷から木材価格が低下し，これが丸太

生産等の林業生産活動を停滞させ，国産材の

供給を阻害するといった状況にあると概括で

きる。

2．低下する林業投資効果

近年，林業経営を取り巻く環境は，木材価

格の低迷，経営諸経費の増加など年々厳しさ

を増してきている。

林業経営の投資効果を，わが国で最も一般
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図．16地利級別伐採面積（岐阜県ヒノキ） の森林を所有している大規模森林所有者，す

なわち林業を専ら経営している経営体の業況

に大きく影響を及ぼしていると推定される。

また，近年の林業生産活動の停滞は，林業

投資利回りの低下等が，林業経営者の経営意

欲を減退させた結果でもあり，これが，わが

国の林業，木材産業全体の地盤を沈下させ，

林業投資効率を低下させるといった悪循環を

もたらしている。

3．いっそうの促進が望まれる間伐

今日，わが国には，戦後の営々とした造林

活動により造成された約1千万haの人工林

が存在し，このことは，世界的にも高く評価

されている。しかしながら，この人工林の約

9割は成育途上の幼齢林であり，これを活力

ある健全なものに造成していくためには，今

後とも，間伐等の適切な働きかけが必要であ

る。

間伐は，一般的には16～35年生の人工林

について，少なくとも10年に1回の実施が

必要であり，現在，この時期に達している民

有林の人工林面積が約400万haであることか

ら’平均的にみた場合，年間約40万haの実

施が必要である。

最近の民有林における間伐実施状況をみる

と，間伐促進のための施策の充実等から，54

年度以前の年間10～15万haを大幅に上回

り，年間約25万haの水準で推移している

が，必要とする間伐面積に比べると，まだ約

6割の水準にとどまっており，依然として不

十分な状況にある。

今後，間伐推進のため，①林道等の生産基

盤の整備，②間伐材の生産,販売体制の整備，

③小径木の利用開発等を図り，2'世紀のわが

国経済社会にふさわしい森林資源を造り上げ

ていくことが重要である。

4．林道の開設効果とその整備状況

林道は，森林の適正な管理や林業生産性の

向上など効率的な林業経営を推進するうえで

欠くことのできない施設であるばかりでな

く，山村地域社会における産業の振興と住民
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図．17束京営林局のある営林署における林内路網密度と
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的な造林樹種であるスギを50年生までに育

てる費用（造林補助金は考慮しない）と，50

年生のスギの立木価格をもとにして林業利率

を試算してみると，40年代前半では5％台だ

ったものが,40年代後半には5％を割り，最

近では2％台と，林地等取得資金など最も低

利な制度資金の利率3.5％さえ下回っている

状況にある。このような利率の低下は，特

に，造林補助の対象とならない500ha以上
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の福祉の向上にも重要な役割を果たしてい

る。

林道の整備が，丸太生産活動に及ぼす効果

について，岐阜県のヒノキ人工林を例にとっ

てみると，50年以降，林道が整備された地利

の良いところでは伐採面積が増加する一方，

地利の悪いところでは減少しており，年々伐

採に及ぼす地利条件の影響が大きくなる傾向

にある。

また，林内道路網密度（林道に森林内を通

過する公道等を加えたものの単位面積当たり

の延長）と集材経費との関係について，東京

営林局管内のある国有林を例にとってみる

と，59年3月末の密度(13.0m/ha)が整備

目標密度(19.6m/ha)にまで整備されると，

集材経費がトラクタ集材では現在の約5割，

集材機集材では現在の約7割にまで低下する

と試算されている。

しかしながら，最近の林道の開設実績は，

公共事業の抑制や木材価格の低迷等に伴う投

資力の減退等から，全国森林計画（計画期間

58～72年度）の年平均開設計画延長（5,993

km)の5～6割の水準にとどまっており，一

段と厳しさを増す森林・林業を取り巻く状況

を克服するため，今後，さらに効率的，計画

的に林道網を整備していく必要がある。

5・わが国の森林保有状況と森林組合の役

割

わが国では，約283万の林業経営体が約

1,500万haの私有林を保有しており，林業経

営体の平均保有森林面積は約5haにすぎな

い。また，森林保有規模5ha以下の経営体

が248万と全体の88％を占めているなど，

総じて零細な森林保有状況にある。

林業は，単位面積当たりの土地生産性が低

い産業であり，連年，林業で一定の収入を得

ようとすれば，少なくとも数十ha程度は必

要である。このような観点からみると，大規

模に森林を保有する少数の林業経営者を除い

ては，林業を主業とし，生計を営んでいくこ

とに限界があり，大多数の森林所有者は，森

林業技術No.5211985.8

図｡18私有林における保有形態別の面積と林業経営体数
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林施業の集団化，協業化等を図ることによっ

て，効率的な経営に努める必要がある。

森林組合は，林家等森林所有者の協同組織

として，多くの森林所有者を組織し，地域に

おける林業生産活動の中核的担い手として重

要な役割を果たしている。また，森林組合が

雇用する林業労働者数は，増加傾向で推移し

ており，丸太生産，人工造林等の林業生産活

動も総体的に停滞している中で，森林組合が

行う事業は増加している。

今後，零細な森林保有状況の中にあって，

効率的な林業経営を推進していくためには，

協業化の推進や経営，施業の委託等が必要で

あり，森林組合に期待されるこれらの役割は

いっそう高まっている。

僻憲謂"'苧"）
資料一覧

FAO生産年鑑，レイダーペルソン「世界の森林寅淑｣，

林野庁「森林の公益的機能計量化調査｣，消防庁資料，林
野庁「木材需給表｣，建設省「建築着工統計･調査｣，日本

銀行「卸売物価指数｣，農林水産省「木材価終調査｣，中

小企業庁「中小企業の経営指標｣，（財)日本不動産研究所
「山元素地及び山元立木価格調｣，農林水産省「育林蜜調

査｣，林野庁「国産材供給システム計量モデル開発調査｣，

腿林水産省「1980年世界農林業センサス｣,林野庁業務寅
料

ノ
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匹圧$胚▲皿① 全国林業試験指導機関の紹介

32．栃木県林業センター

|， ■

1 ．沿革

栃木県林業センターは，県土のほぼ中央部に位置して

おり，行政上は宇都宮市に属する。

本県の林野面積は，36万1千ha(昭和58年現在）で

あり，県面職の56％を占めており，民有林面積は，23

万1千haとなっている。

林業センターの設立は，昭和34年に開催された林業

改良普及事業10周年記念大会において「県立の林業試

験研究擬関の設置」について決議されたのを契機とし

て，設立の機運が高まり，昭和38年4月現在地に設立

された。

開設当初の組織は，経営，育林の2課であったが，翌

39年に，庶務課，経営部，造林保護部の1課2部制と

なり，その後昭和47年に,造林保護部を造林部と改め，

新たに鳥獣保識部を新設し，現在の1課3部体制となっ

た。昭和49年には，鳥獣保護部門を，新設される「県

民の森管理事務所」に移管して廃止，研修事業を推進す

るため研修部を設置し現在に至っている。

2．組織と施設

当場の組織は，庶務課，経営部，造林部，研修部の1

課3部制で組織され，ほかにスタッフとして，研修，植

物園，木材流通の各担当主幹（行政職）が配置されてい

る。蝋員数は場長以下22名，うち研究職は10名である。

1

（組織図）

－庶務課（4）

場長長補佐--経営部(5)繍漁螺鱸磯

野"-"．‘鵬撫”

(1)土

木場

実験林
（国有林部分林）

塩野室育種地

上篠井採種穂園

祖母井採種園

計

’一研修部（2）

(主な施設）

地’（2）建

10.Oha

61．0

32．3

2．8

1．3

107．4

本 館

研修館

研修欄舎

技剛義脅舎
研究施投(8棟）

その他

物

1,197nf

674

410

431

663

563

次に，主な施設についてあげると上表のとおりとな

り，土地の管理面積は，本場10ha,塩野室育種地32.3

11a,祖母井，上篠井採種穂園計4.1ha,実験林61haで

5団地10711aとなっている。このうち実験林は，国有林

の部分林である。建物の主なものは，本鐺研修館，研

修宿舎，技術実習舎等であり，その而稜は上表のとおり

である。

3．業務内容

昭和38年に設立された当場は，建設資金の一部につ

いて，多数の林業関係者から協力を得た経締もあり，本

県の森林・林業の振興に必要な実用技術の開発に関する

試験研究と，研究成果の普及指導および試験研究に伴う

関連事業が担当業務となっている。また，林業後継者，

林業従事者の知識技術の向上をはかるための研修事業に

ついて，国の林業技術実習指導施設整備事業によって研

修施設の整備をはかり，昭和49年度から研修事業の充

実を図った。

（1）試験研究事業

研究項目の決定に当たっては，地域，業界など関係各

層からの要請課題および県林政推進に泌要な課題につい

て職極的に実施するよう努めており，当面の重点項目を

林業技術No.5211985．8
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次の3項目と定めて研究の効率化を図っている。

①優良材生産のための品種選抜と育林技術の体系化

②松くいむし，スギ・ヒノキ穿孔性害虫の防除技術の

･確立

③食用きのこ生産技術の高度化

昭和60年度における試験研究項目は，経営部門1，

造林部門4，保瀧部門4，特用林産部門3，機械部門1，

防災部門1，の6部門14課題となっており，国補試験9

課題，県単試験5課題である。主な項目とその内容につ

いて述べると次のとおりである。

1)造林部門

ア，ヒノキ濁水地の寒風害被害木の回復技術の解明

被害を受けた造林地を新植または改植をせず被害木に

保育技術を加え，その回復状況と被害木の材に及ぼす影

響を究明し，被害林の復旧技術について開発する。

イ，ヒノキ人工林の生長と形質に関する研究

材質の優れる船生ヒノキの成因が，立地条件によるも

のか，それとも品種特性によるものか解明する。

2)保謹部門

ア，寒冷地帯の松枯損年越し枯れ動態の解明

寒冷地特有の松枯損，特に年越し枯れ動態とこれに関

与する諸問題を解明し，寒冷地帯における松枯損防止技

術の体系化を図るo

イ，スギ・ヒノキ穿孔性害虫被害防除技術に関する総

合研究

スギカミキリ等の被害について，次の4項目について

実施し，防除技術の基礎的資料とする。

a.被害量調査法の確立,b.被害材の分類と品等

区分,C.被害林分環境要因の解明,d.ヒノキカ

ヮモグリガの生態等の解明

3)特用林産部門

ア，食用きのこ栽培のコストダウン技術の開発

シイタケほだ木に，高電圧（雷インパルス)，磁力線

照射等による刺激を与えて，浸水作業を省略した子実体

発生法を開発する。

4)防災部門

ア，林地貯水能の定競化にかかわる因子の測定分析に

関する試験

森林の水源かん謎職能の発揮に重要な役割を担ってい

る林地の貯水能について，その定量化にかかわる諸因子

の解明。

（2）研修事業

林業技術No.5211985.S

当場で実施している研修について，その性格別に区分

すると，次の3項目に分かれる。

1)技能研修

労働安全衛生法に基づく教習機関の指定を受け実施し

ている研修であり,車両系建設機械運転技能研修,フォー

クリブl､運転技能研修，はい作業主任者技能研修，玉掛

技能研修,林業架線作業主任者研修の5研修に分かれる。

2)林業後継者研修

林業青年大学と称して，一般課程，専門課程，婦人課

程の3課程を実施している。また，林業青年大学を修了

し3カ年経過した者等を対象として，林業ゼミナール研

修を行っている。

3)技術謎成研修

各種の林業技術について，その知識技術をたかめるた

めの研修を行っている。

（3）関連事業

林木育種事業，実験林管理事業，展示施設整備事業の

各事業を，試験研究および研修関連事業として実施して

いるが，特に，林木育種事業は，アカマツ11クローン，

スギ45クローン，ヒノキ24クローンによって，採種穂

園を造成し，本県の造林用苗木は100%育種苗木となる

よう努めている。

（4）研究成果の普及と今後の課題

研究成果は，年1回開催する研究発表会のほか，『年

報』，『研究報告」として，年1回印刷発行している。ま

た，県の普及指導機関紙である『林業とちぎ』に，「林

業センターだより」柵を設けて，研究成果の普及に努め

ている。さらに，県内7林務観光事務所において，年1

回「林業試験研究推進懇談会」を開催し，研究成果の報

告と林業振興上の問題点の把握を行い，新しい研究課題

の選定に役だてている。

今後の課題としては，当場の名称どおり「林業振興の

中心機関」として，より林業関係者に信頼される林業セ

ンターとするため，現場に密着した研究によって，実用

的技術の開発に努めたい。また，多様化する要請に的確

に対応するために，研究員の資質の向上,研究機器およ

び施設の充実を図ることに努めたい。

（栃木県林業センター場長・大森清寿）

〔訂正〕7月号(No.520)本棚で，茨城県林業試験場と愛媛県林

業試験場の紹介をいたしましたが，試験場建物の写真をいれ

迷えて掲戦し，両試験場には大変ご迷惑をおかけしました。

お詫びして訂正いたします。
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第31話その2 何が彼らをそうさせたのか
－占領下･技術官山林局長の実現一

昭和21年2月黒河内山林局長は,もしも技術官

局長に替わることがあるとすれば，だれしも本命

と見るであろう勅任の太田勇次郎林産課長(大4，

林学士，19年の早尾退官後，現役技術官のトップであ

った）を林業試験場長に転出させ，また，本局で

それに次ぐ位置にあった勅任の伊藤正斌造林課長

（大11,束大林）の北海道林政部長転出を3月に予

定しました。在来型としては順当な人事であった

かもしれませんが，局長が替わらずに居座るかぎ

り，米人たちがこれを抵抗の意志表示と受け取る

には-1-分であり，このころから彼らの言動がしだ

いに露骨になってきます｡GHQ副官部と日本政

府終戦連絡事務局という公式ルートで山林局技官

体制云々の議題が初めて採り上げられたのもこの

直後の2月下旬でありました。

早尾丑暦OBは局長の意に従った太田転出を裏

切り行為であると彼一流の極論をしていますが，

これをきっかけに天然資源局(NRS)に対する

技術官任命要請の直接行動を決意したようです。

まもなく大日本山林会長薗部一郎，前試験場長藤

岡光長，東大林学科主任教授三浦伊八郎の3人を

語らってスウィングラー林業部(FD)部長の招待

を計画しました。そして部長の代理としてこれに

応じたヒューバーマン資源課長を都の郊外に連れ

出し，“農林省に対して，山林局長を技術官にせ

よと命令してもらいたい”と申し入れ，万事OK

の確約をとったと書き残しています。FD部長も

次長も直接出てこなかったことなどから，これが

有力な決め手になったとは思われませんが，彼ら

米人技術者たちの意図と，日本の林業技術官や林

I 一"cqbや▲罪、

手束平三郎
（林政総合調在研究所理辨長）

学関係者の長年の夢が一致することをとくと認識

させる効果はあったといえましょう。

また，20年秋から三浦とともに山林局渉外係に

つとめ，三浦入院中林産課長代理を兼ねた平山清

一技官（昭2，束大林）は当時最も足繁くNRSに

出入りしていた人ですが，こまめに日記を書いて

保存をしております。それを披見させてもらいま

すと，上記の2月の山林局人事以後に,FDが山

林局の人事発令について事前説明を要求しはじめ

たこと。また，3月にはいって，次長のグローバ

ル大尉から“技術官の山林局長任用のことをGH

Qを通じて注意深く進めている”とささやかれて

おどろいたことなどがあります。そしてこれらの

点は，当時FD資源課のスタッフで間もなく経済

課長になったハイバック大尉から提供された記録
ひょうそく

文書と平灰が合っております。

さらに平山OBの記憶によれば，「春ごろから

はFDとの定例会見日にも局長が出なくなり，自

分だけ行ったら，“また局長は風邪かね"などと周

囲からひやかされる雰囲気になったといいます。

ちょうどこのころから三浦林産課長は急性天然

痘におかされて入院しました。一時は辞職まで考

えたが幸いにして回復し6月初めに出勤したら，

事態は決定的段階に達していて，黒河内局長辞

任，中尾局長就任の噂が広まっていたと語ってい

ます。かくて一件は終局段階を迎えました。

前年6月から岩崎準次郎(第25話)の後任として

秋田営林局長の職にあった中尾勇(大10,北大林）

がl｣.l林局長に任命され，初の本省技術官局長が誕

生したのは21年6月8日でありました。試みに

垂 一今。､0】

林業技術No.5211985.8
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GHQの林業行政に関する覚書の年次表を対比し

ますと，5月28日「NRS森林行政の改善を要

望」という一項がありまして，その直前の24日

に就任した東畑四郎官房秘書課長(後,事務次官)が

NRSに呼ばれて，口頭で山林局長更迭を指示さ

れたという当人の生前の懐旧談と符合します。

この時，東畑課長は「ご要望は正式の指令であ

るか」ときいたら，先方(FD部長）は「正式の

指令ではないが，我々の強い要望である」と答え

たそうで,これは当時の平川守林政課長（後,事務

次官，東畑と同期）の談であります。

以上をもって技術官局長問題は決着を見たので

ありますが，次にこの件を指示したFD側の内部

事情に立ち入り，その動機と経過について，資料

と取材を総合して会話構成をしてみましょう。

第一場時：昭和21年（1946年）3月中旬

場所:NRS局長室

（丸の内三菱商事ビル）

スウィングラー(NRS・FD部長）実は前任のス

ピラーズ中佐からの引継ぎで，昨年以来FD部内

で話し合っていたことなんですが，日本の農林省

山林局長の人事について正規のメモランダムを出

したいと思っていますので，これについて局長の

ご意見をうかがいたいのです。

スケンク(NRS局長）司令部が日本官庁の個々

の人事については不干渉の方針であることはご存

知のはずだが，どういうことですか。林業技術行

政重視という要望ならすでに先月副官部立会の会

談で農林次官に申し入れしましたね。

スウィングラーそれについて，今度は「山林局

長を技術官にせよ」と明示したいのです。お聞き

及びと思いますが，日本では上級の官吏になる資

格として高等文官試験というのがあります。政治
りようかん

的な猟官排除のための制度としては各国と共通で

すが，試験課目が法律分野だけだから，大学の法

科を出た者でないと局長にはなれないんです。

スケンクー般にそうだそうですね。理由はよく

｜秒～ず…｡巽勺な－－・ニーq国・ロ 八七 一 全合一や
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知りませんが昔からそうなんでしょう。

グローバル(FD次長）伊藤博文という19世紀の

政治家がドイツに学んで今の日本帝国憲法を作っ

たときにいっしょに持ち込んだ制度だそうです。

イギリス・フランスやわが国に習っていたらこん

なふうにはならなかったでしょう。高級官吏の資

格としては広い分野の一般素養試験が普通です

ね。ところが第一次大戦前のドイツには帝国官吏

法というのがあって,官吏を公僕としてではなく，

支配の体制と意味づけ，法律学を支配の学問と定

めていたらしい。藩閥に替わるより近代的な能力

主義の支配体制作りを考えていた伊藤はこれが気

に入ったんです。

スケンクなかなかグローバル君は博学ですね。

グローバルいえ，これは民政局の担当者から聞

いた受け売りです。

スウィングラーけんそんしていますが，グロー

バル君は何でもつっこんで勉強するんです。林学

博士号をもちますが，何でも博士ですな。

スケンクなるほど。でも日本の官吏制度は民政

局が指示して改革する方針だと聞いています。近

くフーバー氏を団長とする調査団が派遣されてく

るそうですから，追々に我々の同僚の手で改めら

れるでしょう。

スウィングラーいずれはそうだとしても，全体

の改革は年月のかかることで，正直に言ってそん

な悠長な処理をFD部員一同は待っていられない

気持なんです。

スケンクFDの皆さん一致の意向ですか。

スウィングラーそうです。ねえグローバル君。

グローバル他の分野のことはともかくとして林

業担当局の長が専門家でないのは，私どもの交渉

相手としてがまんできないですね。現に昨年来局

長を呼んで事情聴取をやっていますが，我々の関

心のある初歩的な事項をちょっとつっこんでも局

長ははかばかしく答えられないで，随行の技術官

に答えさそうとするから，私は“局長に聞いてい

一● 辞坦 ー
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るんだ”とつい声を高くしてしまうんです。

スケンク理科系でも私は専門が違うから林業・

林学の世界のことには詳しくないが，わが国の山

林局が技術官をトップとする体制になっているこ

とは知っています。FDの皆さんも部長以下主要

メンバーが文・武官ともに技術者であるというの

はそのせいじゃないですか。

グローバルそのせいだと言われればそうかもし

れませんが，こうなっているのは何もわが国だけ

じやありません。ヨーロッパはほとんどそうで

す。ドイツを含めましてね。これから独立する新

しい国でも森林国はきっとそうなるでしょう。林

業行政のトップが林業技術官だというのは，世界

の常識のようなものなんですから。

スケンクほほう，そうだとは知りませんでし

た。なぜなんでしょう。

スウィングラー森林という人間に比べておそろ

しく寿命の長い生物の群落を適切に再生黄源とし

て管理し，あるいはそれを管理する林業をリード

する仕事は，長期的に一貫した方針を堅持すべき

だという点で，いわゆるゼネラリストの政治的な

柔軟性よりも，テクノクラートとしての識見で筋

を通すことのほうがより大切だからで，そのこと

が為政者にも国民にも感得されているからだと思

います。これは少しグローバル君の受け売り気味

ですが，私も全く同感なんです。

い･缶塗篭《
ずテコ3‐ もの力、たり.りパグせいし
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スケンクそれはよくわかりました。それが望ま

しいことについては私も同意しましょう。しか

し，今の日本がそうなっていないからといって，

これからの官吏制度全休の改革方針の中でするの

ならともかく，それを先取りして現局長を退け，

技術官のだれかをそのあとへ就けるについてほ慎

重を要しますねわが局の任務の逸脱になるおそ

れがあります。

スウィングラー私どもは属人的な固有名詞には

タッチしません。世界の大勢に従って山林局長は

技術官にすることを林政の埜本体制とせよという

ことなんです。

スケンク結果的に現局長を退けることになる。

グローバル局長は任務外だといわれるけれど，

日本の林政指導の責任は我々にあるのですから，

それが円滑にできる体制作りについて何もしない

ということこそ怠慢です。

スケンク専門家優位のわが国にだって,nodと

いう言葉もあるくらいで，非専門家がある日突然

に専門部局の長になることがないわけじゃない。

グローバル他の分野はいざ知らず，山林局に限

ってそんなことは認められません！

スケンクまあまあ落ち着いて下さい。これはわ

が国のことじゃなくて日本のことです。あまりド

ラスティックにしない工夫もあるでしょうに。

－第31話続く－

注1：本文に名前の出るNRS職員の
職名・階級・任期・出身校等は次のとお
りである。
スケンク(H.GSchenk)中佐～大佐，
NRS局長20年10月～27年4月，スタ
ンフォード大学地質学教授，理学博士。
スピラーズ(AR.SpillerS)に↑‘佐,FD

部長20年10月～21年1月，シユラキユ
ース大学休学科出身。
スウィングラー(W.S.Swingler)文官，
FD部長21年1～6月，ペンシルベニ
ア大学林学科出身。
グローバル(S・Grober)大尉，生産課員
20年11月,FD次長20年12月～21年
5月，林学博士①octorofPhilosop-
hyinForestry),:.シラキュース大学林
学科出身。
ヒューバーマン(M.A.Huberman)文
,FD強源課長21年1～6月，イエ

一ル大学林学科出身。
ハイバックの､JHaibaCh)大尉,FD
資源難員21年1～8月，経済課長21年
8月～22年6月，ワシントン州立大学
林学科出身，後，米軍調達局勤務，大
佐，拙浜市在住。
ヒッキー(F.F.Hickie)文官,FD部長
21年6月～22年10月，出身校不群。
ドナルドソン(H.B.Donaldson)中佐～
大佐,FD次長21年6月～22年10月，
部長同月～26年7月，農林部長同月～
27年4月，シラキュース大学林学科出
身。林政統一以後のNRS林政のすべて
にかかわっていて，最も有名であるが，
本譜の出来噸は彼の来日直前に完了して
いる。

注2：21年当時のデータは揃わない
が，現在林業が営まれているおもな国々
で，中央林業部局の長が林業技術官だと

判明しているところは次のとおりであ
る。FAO･世銀・駐日大使館等の資料
によるが，共産圏の多くについては情報
が得られない。
イギリス，フランス，西ドイツ，スウ
ェーデン，フィンランド，デンマーク，

オ.一ストリア，ソ連，アメリカ，メキ
シコ，ブラジル，アルゼンチン，チリ，
コロンビア，ボリビア，ペルー，パラグ
アイ，ウルグアイ，インドネシア，フィ
リピン，マレーシア，トルコ，インド，
パキスタン，バングラデシュ，ビルマ，
ネパール，オーストラリア，パプアニュ
ーギニア，モロッコ，ケニア，タンザニ
ア，マダガスカル，カナダ，ブリティッ
シュコロンビア。なお中国は省に相当す
る部があり，大臣は政治室，4人の次官
は混成。

■.ｰひDF'山。、P電｡．既・・異.、壷由戸．….ごqL･町哩浄-詐萄や･,守．2賑”ロ叫判幸 刃… 毒や誇志庫董…詞ﾏﾏ固竃:零。L』画囚曽f….も琴尹窪冒司宇－．、ザ、っ,‐吾年W一含」
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じ
い
物
音
が
、
谷
を
へ
だ
て
た
す
ぐ
向
か
い
の
暗
い
林
を

落
ち
て
い
っ
た
。

一
夜
が
あ
け
て
、
物
音
の
通
り
す
ぎ
た
あ
た
り
を
調
べ

て
み
た
が
、
ま
っ
た
く
な
ん
の
形
跡
も
見
あ
た
ら
な
か
っ

た
。
は
た
し
て
何
事
だ
っ
た
の
か
、
い
ま
も
脈
に
お
ち
な

い
、
と
母
は
言
う
の
で
あ
る
。

谷
を
懐
か
し
そ
う
に
見
や
り
な
が
ら
、
母
は
別
の
話
を

す
る
。「

上
の
ほ
う
で
木
を
伐
っ
て
落
と
し
て
く
る
の
に
、
冬

は
そ
こ
の
ナ
メ
ト
コ
（
岩
樅
）
が
凍
っ
て
、
木
が
す
べ
っ(画・筆者）

て
よ
う
飛
ん
だ
わ
。
お
か
げ
で
木
寄
せ
は
面
白
う
て
ら
く

や
っ
た
」

ま
た
こ
ん
な
こ
と
も
話
す
。

「
こ
こ
は
め
っ
た
に
人
の
来
ん
所
や
っ
た
。
と
き
お
り

バ
ン
デ
の
峠
を
越
え
る
話
し
声
が
聞
こ
え
る
だ
け
や
つは

た
。
バ
ン
デ
の
ひ
く
た
わ
に
は
秋
に
な
る
と
シ
メ
ジ
が
生

え
て
、
雨
の
あ
と
で
ど
っ
さ
り
と
っ
て
き
た
わ
」

「
わ
し
は
ま
だ
小
屋
で
一
人
寝
か
さ
れ
と
っ
た
ん
や

な
」
と
私
は
言
っ
た
。

「
お
ま
い
は
府
の
強
い
子
で
、
泣
き
入
っ
て
よ
う
ひ
き

つ
け
を
お
こ
し
た
。
窯
出
し
を
し
て
い
る
最
中
に
ま
た
ひ

き
つ
け
て
、
仕
事
を
ほ
っ
と
い
て
、
と
う
さ
ん
と
二
人
で

し
た
り

日
足
の
医
者
ま
で
連
れ
て
行
っ
た
わ
」

そ
う
い
え
ば
物
心
つ
い
た
こ
ろ
よ
り
、
よ
く
ホ
ウ
ソ
ギ

ム
シ
を
食
わ
さ
れ
た
こ
と
に
、
私
は
思
い
あ
た
る
。
ホ
ウ

ソ
ギ
ム
シ
と
は
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
で
、
ホ
ウ
ソ
ギ
（
楢
）

の
木
の
中
に
食
い
入
っ
て
棲
ん
で
い
る
。
太
い
木
は
割
っ

て
窯
に
く
く
る
の
だ
が
、
そ
の
と
き
小
指
大
の
白
い
虫
が

く
ち
だ
お
き

割
れ
目
か
ら
落
ち
る
の
を
、
口
焚
き
の
煥
で
焼
い
て
食
わ

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
食
っ
た
ら
婚
の
虫
が
お
さ
ま

る
ん
や
、
と
そ
の
と
き
い
わ
れ
た
。

「
ど
う
し
た
ん
や
、
く
た
び
れ
た
ん
か
？
」
と
私
は
妻

に
尋
ね
た
。
ふ
だ
ん
お
し
ゃ
べ
り
な
女
が
、
今
日
は
黙
り

こ
ん
で
い
る
の
だ
。

「
く
つ
に
」
と
妻
は
無
愛
想
に
答
え
た
。

汽
車
の
通
る
町
で
、
駅
前
の
商
家
に
育
っ
た
彼
女
は
、

亭
主
の
生
ま
れ
育
っ
た
山
を
じ
か
に
眼
に
し
、
さ
ら
に
親

子
の
会
話
を
聞
い
て
、
い
さ
さ
か
面
食
ら
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
黙
っ
て
い
る
と
梢
を
わ
た
る
風
の
音
が
聞

こ
え
る
。
ポ
ッ
ポ
ォ
ー
・
ポ
ッ
ポ
ォ
と
ツ
ッ
ド
リ
の
の
ど

か
な
歌
声
が
遠
く
よ
り
青
葉
の
香
り
を
連
ん
で
く
る
。
よ

ち
よ
ち
と
這
う
ば
か
り
に
な
っ
た
日
に
も
、
私
は
あ
の
声

を
耳
に
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

か
ず
え
か
ず
や

「
嘉
寿
恵
や
一
也
は
、
こ
こ
か
ら
学
校
へ
通
う
た
ん
や

な
」
と
私
が
尋
ね
る
。

「
嘉
寿
恵
は
小
学
校
を
卒
業
し
て
、
す
ぐ
に
名
古
屋
の

紡
績
工
場
へ
行
っ
た
わ
。
一
也
は
日
足
の
小
学
校
へ
や
っ

た
ん
や
け
ど
、
学
校
が
嫌
い
で
の
う
」
と
母
は
言
っ
た
。

日
足
小
学
校
ま
で
は
一
時
間
ば
か
り
歩
か
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
一
也
は
毎
朝
カ
バ
ン
と
弁
当
を
持
っ
て
出
か

け
、
夕
方
は
定
ま
っ
た
時
間
に
な
に
く
わ
ぬ
顔
で
帰
っ
て

来
る
。
山
で
働
い
て
い
る
親
は
、
も
ち
ろ
ん
ち
ゃ
ん
と
勉

強
を
し
て
い
る
も
の
と
信
じ
こ
ん
で
い
る
。
だ
が
や
が
て

学
校
に
は
顔
も
出
し
て
い
な
い
こ
と
が
知
れ
た
。
途
中
の

山
に
入
り
、
一
日
中
楢
の
大
木
に
登
っ
て
遊
ん
で
い
る
の

を
見
た
と
い
う
人
も
い
た
。
木
の
梢
で
彼
は
、
離
れ
て
馨

ら
す
生
母
や
、
都
会
に
去
っ
て
し
ま
っ
た
兄
や
姉
の
名
を

呼
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
寒
い
冬
の
午
後
、

林
の
中
で
落
葉
を
た
く
さ
ん
か
き
あ
つ
め
、
そ
の
中
に
入

っ
て
眠
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
、
こ
れ
は
最
近
に
な
っ
て
一

也
自
身
か
ら
聞
い
た
。

ま
た
親
の
眼
を
盗
ん
で
財
布
か
ら
銭
を
持
ち
出
す
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。
父
は
気
性
の
荒
い
人
で
、
息
子
の
非

行
を
黙
っ
て
見
す
ご
す
は
ず
は
な
か
っ
た
。
ず
い
ぶ
ん
手

荒
な
搾
橇
を
加
え
た
そ
う
で
あ
る
。
と
き
に
は
林
の
中
の

木
に
綱
で
縛
り
つ
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
や
が
て
日
が
馨

れ
て
く
る
。
夫
の
顔
色
を
う
か
が
い
、
こ
ろ
あ
い
を
見
て

薄
暗
が
り
の
山
へ
一
也
の
綱
を
解
き
に
行
く
の
は
、
母
の

役
目
だ
っ
た
。
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昔
、
こ
の
あ
た
り
は
楢
の
大
木
に
覆
わ
れ
て
い
た
、
と

も
母
は
言
う
。
そ
れ
か
ら
四
十
五
年
の
あ
い
だ
に
、
林
は

一
、
二
度
伐
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
今
で
は
大
木
は
見
あ
た

ら
な
い
が
、
や
は
り
楢
が
茂
り
、
ネ
ル
の
よ
う
な
手
ざ
わ

り
の
柔
ら
か
な
新
芽
が
林
を
彩
っ
て
い
る
。

や
が
て
左
右
に
道
は
わ
か
れ
て
、
私
が
立
ち
ど
ま
る

と
、
母
親
は
う
し
ろ
か
ら
声
を
か
け
た
。

「
右
へ
登
る
ん
や
、
岡
を
曲
が
っ
た
ら
窯
が
見
え
た
わ
、

そ
こ
か
ら
は
横
道
で
も
う
五
分
も
か
か
ら
ん
わ
」

「
左
の
道
は
ど
こ
へ
行
く
ん
？
」
と
私
は
尋
胞
る
親
そ

ち
ら
の
ほ
う
が
道
幅
も
広
く
、
よ
く
踏
ま
れ
た
形
跡
な
の

で
あ
る
。
う
け
ぶ
わ

「
請
川
へ
の
道
や
だ
、
バ
ン
デ
越
え
や
」
と
母
は
こ
と

も
な
げ
に
答
え
た
。

そ
の
一
言
で
私
は
す
べ
て
を
納
得
し
た
。
バ
ン
デ
と
い

え
ば
か
つ
て
は
茶
店
も
あ
り
、
聞
こ
え
た
峠
な
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
自
動
車
道
が
な
か
っ
た
じ
ぶ
ん
、
人
々
は
船

を
使
う
ほ
か
、
峠
越
え
の
近
道
を
往
来
し
て
い
た
。
プ
ロ

ペ
ラ
船
が
登
場
す
る
以
前
は
む
し
ろ
歩
く
ほ
う
が
ず
っ
と

速
か
っ
た
。
山
道
な
が
ら
石
垣
で
固
め
る
な
ど
、
よ
く
整

山
峡
の
讃

志
古
１
石
の
炭
・
木
の
炭

備
さ
れ
て
か
た
ち
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ

る
。
こ
こ
は
幾
百
年
に
わ
た
る
生
活
の
道
な
の
だ
。

「
も
う
ち
ょ
っ
と
行
っ
た
ら
、
石
炭
を
掘
っ
た
穴
が
あ

る
わ
」
と
、
母
が
言
う
。

岡
か
ら
谷
へ
入
る
横
道
の
ま
わ
り
は
、
ま
た
杉
林
と
な

っ
た
。
こ
れ
ら
は
戦
後
に
植
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

し
だ

て
母
が
言
っ
た
と
お
り
、
杉
の
根
か
た
の
羊
歯
の
茂
み
の

中
に
、
直
径
一
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
丸
い
坑
口
が
開
い
て

い
た
。
朽
ち
か
け
た
坑
木
も
枠
の
か
た
ち
で
残
っ
て
い
る
。

ま
た
道
の
下
の
ほ
う
に
は
、
造
成
さ
れ
た
か
た
ち
の
平
た

ん
地
が
見
え
る
。
た
ぶ
ん
坑
夫
た
ち
の
住
居
跡
だ
ろ
う
。

「
自
分
ら
が
住
ん
で
た
こ
ろ
、
こ
こ
で
石
炭
を
掘
っ
と

っ
た
ん
か
い
？
」
と
私
は
尋
ね
た
。

「
い
や
、
も
う
掘
っ
た
あ
と
や
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
谷

の
向
こ
う
で
仕
事
を
し
と
っ
た
わ
」
と
母
は
言
っ
た
。

そ
の
坑
口
か
ら
五
、
六
十
メ
ー
ト
ル
先
、
水
の
洞
れ
た

岩
だ
ら
け
の
谷
川
の
ほ
と
り
に
、
め
ざ
す
古
窯
を
見
つ
け

た
。

「
こ
れ
や
な
」
と
私
は
叫
ん
だ
。
こ
こ
を
去
っ
て
四
十

五
年
も
過
ぎ
る
と
い
う
の
に
、
ま
た
そ
の
後
も
あ
ち
こ
ち

宇
江
敏
(中）

勝

の
山
を
渡
り
歩
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
母
は
道
す
じ
も

窯
の
位
置
も
し
っ
か
り
と
覚
え
て
い
る
の
だ
。

「
あ
あ
、
そ
れ
や
」
と
母
も
近
づ
い
て
窯
跡
を
の
ぞ
い

た
。

「
こ
れ
は
ク
ロ
（
騨
慰
）
や
な
」
と
私
は
言
っ
た
。
天

井
は
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
胴
職
み
の
石
垣
は
苔
む

し
な
が
ら
も
残
っ
て
い
る
。
そ
の
胴
の
高
さ
や
か
た
ち
か

し
み
ず
み

ら
、
ク
ロ
か
シ
ロ
（
白
炭
）
か
は
ひ
と
目
で
わ
か
る
の

だ
。

「
そ
う
や
ク
ロ
や
。
こ
の
へ
ん
は
樫
が
の
う
て
桧
ば
か

り
や
っ
た
さ
か
、
ク
ロ
に
焼
い
た
ん
や
」
と
母
は
言
っ

た
。
私
た
ち
は
窯
の
付
近
に
腰
を
お
ろ
し
た
。
谷
辺
の
杉
は

ど
れ
も
高
々
と
そ
び
え
て
、
湿
っ
た
地
面
に
は
陽
光
が
ま

ば
ら
に
降
り
そ
そ
い
で
い
る
。

「
こ
こ
に
小
屋
を
こ
し
ら
え
て
は
じ
め
て
泊
ま
っ
た
夜

不
思
議
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
」
と
、
母
は
灰
色
の
ズ
ボ
ン

と
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
た
素
足
を
投
げ
出
し
な
が
ら
語
る
。

尾
鷲
か
ら
志
古
に
来
て
、
二
晩
は
坐
の
木
賃
宿
に
泊
ま

っ
た
と
い
う
。
子
供
は
宿
に
あ
ず
け
、
夫
婦
は
山
へ
通
つ

い
ご
や

て
、
ま
ず
は
届
小
屋
を
建
て
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
二
日

目
に
早
く
も
骨
組
み
と
屋
根
が
で
き
た
の
で
、
子
供
た
ち

も
巡
れ
て
入
り
、
ま
だ
壁
も
床
も
な
い
小
屋
で
寝
た
の
で

あ
る
。
そ
の
夜
ふ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
の
上
の
ほ
う

か
ら
不
意
に
鳴
り
ざ
わ
め
く
音
が
聞
こ
え
た
。
岩
を
転
が

す
よ
う
な
、
あ
る
い
は
大
き
な
け
も
の
が
林
を
わ
け
て
突

進
す
為
よ
う
な
物
音
が
、
家
族
の
寝
て
い
る
小
屋
へ
向
か

っ
て
く
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。

家
族
は
お
び
え
て
震
え
あ
が
り
、
父
は
斧
を
手
に
か
ま

え
て
一
人
小
屋
の
外
側
で
待
ち
う
け
た
。
や
が
て
す
さ
ま ｜

’
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一
○
○
線
は
上
質
紙
を
使
っ
た
書
籍
の
写
真
版
、
一
五
○

線
、
一
七
五
線
は
美
術
印
刷
・
商
業
印
刷
に
使
わ
れ
、
紙

も
ア
ー
ト
紙
・
コ
ー
ト
紙
が
多
い
。
凸
版
で
は
シ
ャ
ド
ー

部
の
小
さ
な
凹
部
に
イ
ン
キ
が
つ
ま
る
の
で
、
一
五
○
線

以
上
は
難
し
い
。
オ
フ
セ
ッ
ト
で
は
三
○
○
線
の
印
刷
も

可
能
で
あ
る
が
、
一
般
に
一
七
五
線
を
越
え
る
と
あ
ま
り

顕
著
な
画
質
の
変
化
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大

陸
で
は
線
数
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
本
数
で
表
現

さ
れ
、
し
た
が
っ
て
日
本
の
一
五
○
線
は
ド
イ
ツ
・
ス
イ

ス
等
で
は
六
○
線
と
な
る
の
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

通
常
の
網
点
は
図
・
５
Ａ
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
配
列
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
四
五
度
の
ス
ク
リ
ー
ン
角
度
と
い

う
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｂ
は
九
○
度
ま
た
は
零
度
の
角
度
で

あ
る
。
網
点
の
配
列
角
度
が
わ
ず
か
に
ず
れ
る
と
規
則
的

な
濃
淡
の
周
期
す
な
わ
ち
モ
ア
レ
を
生
ず
る
。
図
・
６
は

通
常
の
網
版
Ａ
と
、
そ
れ
に
わ
ず
か
に
角
度
を
変
え
た
網

パ
タ
ー
ン
Ｂ
を
乗
せ
た
結
果
Ｃ
を
示
し
て
い
る
。
Ｃ
に
は

Ａ
に
な
い
規
則
的
な
パ
タ
ー
ン
（
モ
ア
レ
）
が
表
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
図
は
他
の
印
刷
物
か
ら
写
真
を
撒
っ
て

複
製
し
た
場
合
に
は
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。

モ
ァ
レ
は
ス
ク
リ
ー
ン
角
度
を
離
す
と
周
期
が
小
さ
く

な
る
。
カ
ラ
ー
印
刷
で
は
四
枚
の
色
版
を
腫
れ
る
が
、
ス

ク
リ
ー
ン
角
度
は
九
○
度
回
す
と
元
に
戻
る
の
で
、
三
枚

図･4ガラス交線ス
クリーン

A図●

⑦●5
●

些筵？スク
リ
ー
ン
角
度

Ｂ

腰
》
｜
潭
一

珊
恥
》
匿
睦
一
二
毛
月
も

熟
蝿
●
》

星

一
ＣB

図・6モアレ模様

網印刷物AをBのスクリーンで撮彰するとCのような棋様がでる

を
三
○
度
ず
つ
ず
ら
せ
、
一
つ
の
版
を
そ
の
間
す
な
わ
ち

一
五
度
差
で
い
れ
る
。
カ
ラ
ー
印
刷
物
を
見
る
と
星
の
よ

う
な
小
さ
な
模
様
が
見
え
る
の
は
、
こ
の
小
さ
な
モ
ア
レ

で
あ
る
。

３
そ
の
他
の
写
真
材
料
・
カ
メ
ラ

後
に
述
べ
る
三
色
分
解
用
フ
ィ
ル
ム
や
グ
ラ
ビ
ア
用
の

フ
ィ
ル
ム
は
リ
ス
フ
ィ
ル
ム
で
は
な
い
。
ま
た
近
年
、
密

着
焼
き
用
の
フ
ィ
ル
ム
は
明
る
い
黄
色
光
の
も
と
で
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
非
銀
塩

の
フ
ィ
ル
ム
も
市
場
に
出
た
り
し
て
、
多
く
の
感
光
材
料

が
使
わ
れ
て
い
る
。

製
版
用
の
カ
メ
ラ
は
、
印
刷
物
と
同
じ
大
き
さ
の
ネ
ガ

や
ポ
ジ
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
あ
る
の
で
非
常
に
大

き
く
、
蛇
腹
の
中
に
子
供
が
寝
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
カ
メ
ラ
の
フ
ィ
ル
ム
を
取
り
つ
け
る
部
分
は
、

暗
室
に
な
っ
て
そ
の
中
に
作
業
者
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た

フ
ィ
ル
ム
は
平
ら
な
金
属
板
に
吸
着
さ
れ
て
保
持
さ
れ

プ
Ｑ
ｏ

カ
メ
ラ
に
は
横
型
の
も
の
縦
型
の
も
の
な
ど
が
あ
る

が
、
寸
法
の
限
定
さ
れ
た
ネ
ガ
を
簡
便
に
取
る
た
め
に
工

夫
さ
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
椛
造
の
も
の
も
多
く
使
わ
れ
て

い
る
。
凸
版
は
密
蒋
露
光
し
て
作
っ
た
版
而
が
負
の
向
き

で
な
い
と
具
合
が
悪
い
の
で
、
画
像
を
反
楯
す
る
た
め
に

プ
リ
ズ
ム
を
州
え
て
い
る
。

新
聞
社
で
は
写
植
文
字
同
様
に
綱
点
を
レ
ー
ザ
に
よ
っ
一

て
フ
ィ
ル
ム
上
に
拙
く
シ
ス
テ
ム
が
取
ら
れ
て
い
る
の

で
、
製
版
カ
メ
ラ
も
こ
の
よ
う
な
世
界
で
は
姿
を
消
し
つ

つ
あ
る
。
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１
リ
ス
フ
ィ
ル
ム

前
号
で
述
べ
た
線
画
凸
版
を
作
る
た
め
の
ネ
ガ
は
不
透

明
部
と
透
明
部
の
二
段
階
か
ら
で
き
て
い
て
、
不
透
明
部

は
光
を
千
分
の
一
程
度
し
か
透
過
し
な
い
。
こ
れ
は
通
常

風
景
の
撮
影
な
ど
に
使
っ
て
い
る
白
黒
フ
ィ
ル
ム
の
黒
さ

と
比
較
す
る
と
透
過
率
が
そ
の
一
○
分
の
一
で
大
変
濃
度

が
筒
い
。
ま
た
透
明
部
は
フ
ィ
ル
ム
ベ
ー
ス
の
そ
れ
に
近

い
。

図
・
１
Ｂ
は
漉
淡
の
階
調
Ａ
を
通
常
の
フ
ィ
ル
ム
で
撒

影
し
た
ネ
ガ
で
あ
る
。
感
光
材
料
が
硬
調
で
あ
る
と
白
黒

差
が
は
っ
き
り
し
、
軟
調
で
あ
る
と
白
黒
間
の
差
が
少
な

く
な
っ
て
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
落
ち
る
。
Ｃ
は
前
記
の
製
版

用
フ
イ
ル
ム
で
撮
影
し
た
結
果
で
被
写
体
の
あ
る
濃
度

（
し
た
が
っ
て
感
光
材
の
露
光
量
）
を
境
に
し
て
白
と
黒

に
わ
か
れ
、
も
と
の
階
調
は
失
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
超
硬

調
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。
線
画
原
稿
を
描
い
た
と
き
、
黒
の

中
の
濃
淡
、
白
い
部
分
の
汚
れ
は
こ
の
フ
ィ
ル
ム
で
は
影

塀
し
な
い
の
で
都
合
が
よ
い
。
淡
い
青
の
撚
線
を
持
つ
紙

に
墨
書
き
し
た
原
稲
は
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
で
は
墨
書
き
部

分
し
か
写
ら
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
印
刷
用
写
真
原
板
と

し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ル
ム
を
リ

ス
フ
ィ
ル
ム
と
い
う
。
リ
ス
は
厘
昏
○
喝
昌
彦
目
の
匡
昏

く
に
し
た
つ
お

●
印
刷
の
は
芯
Ｕ
●
千
難
大
学
灘
蝿
国
司
龍
郎

（
工
学
部
画
倣
応
用
工
学
科
）

４
製
版
用
写
真
と
三
色
分
解
Ｈ

し
た
が
っ
て
平
版
さ
ら
に
印
刷
を
表
現
す
る
も
の
で
あ

デ
（
》
○

２
網
版

網
版
を
作
る
と
き
に
は
図
・
２
に
示
す
（
誇
張
し
て
あ

る
）
よ
う
に
、
中
心
が
濃
く
ま
わ
り
の
淡
い
、
ぼ
け
た
点

の
並
ん
で
い
る
「
コ
ン
タ
ク
ト
ス
ク
リ
ー
ン
」
を
リ
ス
フ

ィ
ル
ム
に
密
着
し
、
そ
の
上
に
図
を
投
影
す
る
。

図
・
３
は
そ
の
状
態
を
示
し
た
も
の
で
、
Ｂ
は
コ
ン
タ

ク
ト
ス
ク
リ
ー
ン
、
Ａ
は
原
穂
の
漉
度
分
布
で
あ
る
。
Ｃ

は
ス
ク
リ
ー
ン
の
下
に
置
い
た
リ
ス
フ
ィ
ル
ム
の
上
の
光

の
強
度
分
布
を
示
し
た
も
の
で
、
フ
ィ
ル
ム
が
黒
化
す
る

前
述
の
露
光
量
が
、
実
線
で
表
し
た
所
と
す
る
と
、
そ
の

上
に
出
た
山
の
部
分
の
み
が
黒
く
な
る
の
で
、
原
稿
の
明

暗
は
点
の
大
小
に
分
解
さ
れ
る
。

網
版
は
か
つ
て
図
・
４
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
不
透
明
な

交
線
を
持
っ
た
ガ
ラ
ス
板
を
感
光
板
の
前
に
置
い
て
原
稿

を
撮
影
し
て
作
っ
た
。
網
点
は
こ
の
ガ
ラ
ス
ス
ク
リ
ー
ン

の
透
明
部
の
後
に
で
き
る
の
で
、
点
の
密
度
は
単
位
長
さ

当
た
り
の
黒
線
の
数
に
よ
っ
て
き
ま
る
。
日
本
・
英
・
米

で
は
一
イ
ン
チ
間
の
線
の
数
が
六
五
本
、
八
○
本
、
な
ど

に
よ
っ
て
六
○
線
．
八
○
線
．
一
五
○
線
な
ど
と
表
現
す

る
。
六
○
お
よ
び
六
五
線
は
新
聞
の
写
真
、
八
○
お
よ
び

醸鰯蕊蕊
ロー－

l酢凸

、蘂‘誕

一号美一、－－－－
寺

一一一

Ｉ
ｈ
ｑ
ｄ

Ａ
Ｂ
Ｃ

Ａ
Ｂ
Ｃ

一
■
■八ハハg-rz、，-、，、，、‐ざ‐V～~I~~T

，ジ

図・3網ネガの作成
A:原稿B:コンタクトスクリーン

C:リスフィルムの臨界露光量と網点の生威

口
f竜一

騨幽’‘2

鐙戴3
岸

リスフィルムの特性

原稿

普通のフィルムで作られたネ

ガ

リスフィルムで作られたネガ

Ｊ
Ａ
Ｂ

図

C

図･2コンタクトスクリーン
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年間1億1Ifの成長麓があり，伐採量

を差引いても年間6千万mpの蓄積増

がみられる。

「国産材時代」の到来を実現する

には，木材需要拡大が最大の林政の

課題となった。

6月13日に公表をみた「森林．

林業，木材産業活力回復5カ年計画

(案)」においても，木材需要拡大を

第一の課題とされている。

業界サイドにおいては，林材9団

体で昨年の7月「木材需要拡大協議

会」を結成し，全国レベルでは初の

木材製品のカタログ作りを開始し

た。

また，「郷土の学校は，せめて内

装だけでも地元の木材を｣と床,壁，

天井等に木材を使い，ヒノキ学校，

カラマツ学校が出現しており，文部

省も，教育の環境づくりにも木材は

良好として，木材使用の場合は，楠

農林篝濤

木材需要拡大に向けて

建築関係法規の見直しも必要

木材価格は，かつて常に先陣を切

って上昇し，次いで鋼材，土石がこ

れに続き，業界では「木金土相場」

という言葉もあった。

すなわち，戦後の復興から高度経

済発展へ進むと，木材需要は急速に

伸びるが，国内の森林資源の未整備

から供給余力がなく，また，外貨も

不足で外材輸入もできなかった。木

材価格は，上昇の一途をたどった。

当時の木材価格安定策は，木材使

用の節減，需要抑制しかなく，昭和

30年1月の閣議決定では,木造建築

禁止地域の拡大，木材の代替資材利

用とならざるを得なかった。そして

昭和36年8月には，外材輸入等を

内容とした木材価格安定緊急対策が

閣議決定された。

このような状況下で，建築基準法

がその機能を十分に発揮し，防火地

域の拡大，木造住宅の制限へと進

み，同時に，木材は燃える，倒れ

る，あるいは朽ちるというイメージ

も定着した。

しかし，現在では，当時と異なり

1千万haの人工造林を中心として，

.。＝･群ﾛ’八・.■｡。--ｺ一･･.毎詫一m哩一､F-.わ一五_少琴平F序郡･釦ﾛ1…‐もﾛ.B･･ﾖ,弛唖･”－.夕､4 ・返一琴叫岸匁8』b2句…4－一C海は歩屯電一詞添民b＝j… 奉些守八」

の進出等から木材の需要が停滞して

いる。

ここでは，統計数値により住宅建

設と木材需要の関係についてみるこ

ととする。

1．新設住宅着工戸数と用材需要

量

昭和40年から59年の20年間に

おいて，新設住宅着工戸数が増加

（減少）すると，用材の需要量も増

加（減少）する傾向がみられる（図

・1)。

ここ20年間にあっては，着工戸

数が10万戸増加(減少)すると，用

材需要量が約360万nf増加（減少）

している。

2．木造住宅着工戸数と製材用材

需要量

この場合も，前述の関係と同様，

木造住宅の着工戸数が増加（減少）

挿
鞭 冨､丞叡聾…

住宅建設が木材需

要量に及ぼす影響

近年,住宅建設の不振,木造率（新

設住宅着工戸数に占める木造住宅の

割合）の低下，木材に代替する資材

(百万Ⅲ） (百万m､）
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図･1新設住宅着エ戸数と用材需要量
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木造住宅着エ戸数

図･2木造住宅着工戸数と製材用材糯要量
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助金のカサ上げを59年度から行っ

ている。

建設省においては，最近，公営

木造住宅の建設に力を入れ始め

た。すなわち，昭和55年度の公営

木造住宅は全国では238戸であっ

たが，昨年度は993戸，本年度は

1,200戸の建設が計画されている

(ただし,本年度の公営住宅総戸数

は4万戸で木造率は3％)。

林野庁においては,57年度以降

建設の営林署庁舎はすべて木造と

しているし，林業椛造改善事業の

各種の建物も，58年度の木造率は

80％に達している。

建築埜準法等による木材使用制

限問題については，林野庁では制

限の実態調査を進める等検討会を

続けており,今後,建築関係法規の

見直し等について，関係省庁と協

議を進めていきたいとしている。
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筏流しに使ったシュロ縄

ジョリン(左)，カイダシ

(右）
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うずま川畔の旧木材回測業者邸

林政拾遺抄 匡
居
‘＝

筏 富の
＝

＝
＝

栃木市内で筏に組んだのである。三言｜
＝1．

日三晩かかって東京の木場や千住に弓
言

着くのが普通であった。筏屋の屋号三
三

をもつ家もあり，ついこの間まで筏冒
＝

師の1人も健在であった。川の流れ言
＝

に直角に木材を1本横にし，上流か冒
三

ら木材を流すと，この横木にさえぎ冒
三

られて流れの方向に一列に並ぶ。そ言
れを選んで組み合わせ，2間幅(約三

三

3.6m)ぐらいの筏にする。それを冒
＝

藤つるやシュロ縄(写真)で固定す三
るo6～7本で1つの筏（ヒトッタ三

三

ﾅ）がつくられた。それを2つか3三
＝

つつなぎ合わせるのである。浅瀬に冒
三

きて川底の砂に引っかかれば「ジョ言
三

リン」（写真)で砂をかき，筏の上皇
＝

に水がたまればそれをかいだす。電匡
冨

柱用の丸太は1本の長さ15～20nl=
＝

にも及んだのだから，ずい分長い筏言
＝

だったのである。冒
三

この筏流しが急速に衰えトラック言
：三

輸送に代わったのは昭和10年代の僖
昌

初めであったという。橋が多くな言
冒

り，トラック運賃が安くなったため＝
＝

で ある。言
＝

（筒井廸夫）冒
三

栃 木
「蔵の町」として有名な栃木県栃

木市を訪れる機会があった。市街の

ほぼ中央を流れる巴波（うずま）川

の両岸に，代官屋敷，豪商等の大き

な建物が残されていた。漆喰で固め

られた白壁の豪壮な蔵屋敷が，ここ

かしこに立ち並ぶ風景は，この川を

交通の動脈として栄えた往時の商業

都市のおもかげをしのばせている。

うずま川，荒川を通って，ここか

ら江戸までは43里（約170km)の

道のりであった。川舟が往来し，筏

が下っていった。明治の初め，栃木

県庁は栃木市におかれていたが，時

の県令は県庁のそばまで掘割をつく

り，東京で乗った舟を県庁の横につ

けさせたとの話も残っている。近世

末期の安政元年（1854）には，川岸

に並ぶ舟積問屋の数も11店を数え
いんしん

たほど段賑を極めたという。

江戸へ下った商品のなかに，木

材，木炭，薪もあった。昭和20年

代の初めまで，スギやヒノキの丸

太を主とした長い筏が下っていた。

小来川村，粕尾村，粟野町轆の山間

部で生産された丸太を馬車で巡び，

11ⅡIⅡIⅡⅡⅡ1Ⅱ11ⅡⅢIⅡ111ⅡIIIllIIIⅡⅡⅡⅡ111Ⅱ11ⅡIⅡⅡIlIIIⅡ11111ⅡⅡⅡ1111Ⅱ

Lも一画角一一U~凸・・一一・…・雫h

すると，製材用材の需要量も増加

(減少)する傾向がみられる（図・2)。

ここ20年間にあっては，木造住

宅の着工戸数が10万戸増加（減少）

すると，製材用材の糯要侭が約350

万nF増加（減少）している。

このように，木材の需要は住宅建

設の動向と密接に関連しており，低

迷している木材需要の回復を図るた

めには，住宅建設，とりわけ，木造

住宅着工戸数の増加，回復が必要で

ある。

木造住宅建設の主要な担い手であ

る大工・工務店は，主として非木造

住宅建設を担っている大手住宅メー

カーに比べ，規模が零細で設計，企

画力等において遅れをとっている場

合が多いが，今後，国民の根強い木

造住宅志向にこたえて，木造住宅着

工戸数を増加させるためには，大

工・工務店の合理化，近代化を図

り，良質の木造住宅を安定的に供給

する体制の整備が必要である。
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｢日本人と板の間
戦後のいわゆる｢洋風住宅｣では，

床材を使った郷kきの室数が多くな

り，和鑿と呼ぶ畳敷きの室数は減る

傾向にある。

しかし，家の中で脱ぎ履きする日

本人の基本的生活慣習は全く変わら

ず，さらに，「板の間」での生活様

式は，日本人が昔から続けていた様

式であって，日本人の生活が欧米人

合黛造りの旧大井家

冨珊瀞確
:．:．:．:::::識蕊鱗:;::::::｡:．:．.．.:.．

筒井迪夫著

緑と文明の

構図

東京大学出鵬会

〒113束京都文京区本郷東大総内

（電話03-811-8814）

昭和60年5月20日発行

四六判，252頁

定価1,200円
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と同質となったと理解するのは間違

いである。

「板の間」での日本人の生活様式

を示す事例として，日本民家集落博

物館（豊中市所在）に移築されてあ

る民家群がある。これは農家が主体

であり，その中で長野県栄村から移

築された中門造り建築の旧山田家

即d乃

広い板の間のある住宅モデル
デザイン・建築設計滝沢隆

際無断利用）

森は母である。人類誕生の起源を

たどれば，私たちは森から生まれ

た。森は生命の支えであるととも

に，文明の母胎なのだ。その母なる

森に，人類は古代文明以来，不孝の

限りをしてきた。わけても，ここ数

十年来の現代文1mは，地球規模で森

林を破壊しつつある。いま慈母の恵

みに恩返しをしなければ，人類自ら

が滅びの道をたどるだけであろう。

それだからこそ「自然破壊の文明か

ら，自然を育て創る文明へ」と転換

を急がなくてはならないのである。

かつて，私たち日本人の祖先は，

森をみんなで守る知恵を持ってい

た。森を人間の利欲のためにだけ伐

り荒らしてしまうのではなく，木材

や薪，草などを永続的に確保できる

共有の宝として大切に管理してき
いりあい

た。それが「入会」制度であった。

この「入会」によって，村人たちの

どざ

は，床張りがない土座（屋内に床張

りがなく，地面に直かにモミガラ等

を敷き詰めて，その上にムシロ等を

敷いて起居の場とする形式であり，

一見して古代の竪穴住居を思わせ

る）となっているが，これを除いた

他の民家は，いずれも畳倣きは「審

問」だけでほかはすべて板張りとい

う樵造になっており，日本人が本来

「板の間」で生活していたことをよ

く示している。

この民家群の中で，飛騨の白川村

から移築された合掌造りの旧大井家

（約200年前・建）は，1階が家族

全部の生活場所で，2階以上が養蚕

室であることは，すべての合掌造り

に見られる椎造である。1階の間取

りは，入口土間を入ると，すぐに板

壁で囲われた馬屋があり，右手に土

間より1段高く玄関風の板張りがあ

る。板張りの板戸を開けると，「お

え」と呼ぶ中央に囲炉蕊のある居間

があり，その斜左手奥に「たなも

と」という主として食事をする室が

生活は安定し，地域社会の繁栄が約

束されたのであった。「共有の森」

を維持していくために，各人が森か

ら採取する分量，期間，器具などを

制限したのだが，この秩序が守られ

たおかげで，自然破壊は防がれ，豊

かな資源が子孫にも引き継がれたの

であった。

本書で強鯛されるこの「入会」の

精神は，現代の浪費文明による資源

収奪で地球が危うくなっているとき

「地球管理」の一つの方向を示すも

のとして，極めて重要な意義を持っ

ている。限りある地球の資源を，公

正・合理的に使用するために，いま

人類の英知が求められているからで

ある。

森林の危機は，国土を荒廃させ，

人心砂漠をも拡大する。大地を保全

し，雨水を蓄え，大気を浄め，人の

心まで養う森林は，もはや一国一個



あり，ここも囲炉裏がある。｢おえ

(3間×3間)」と「たなもと（2.5

間×3間)」はすべて板張りで,間

に仕切りはなく開放された広間で

ある。「おえ」の右手奥は「でい」

と呼ぶ板張りの準客間的室で，そ

の左手奥に畳敷き｢客間｣がある。

そして「おえ」と「客間」に挟ま

れて，板壁で仕切り「たなもと」

から出入する女子供の寝室「ちよ

うだ」がある。

今，旧大井家の板敷きの広間に

立つと，豪雪地で200年の間大家

族が代々生活を営んだ落ち着きが

感じられ，大井家の人々が自由に

行動した板敷きの広間が，黒々と

光る木の美しさと安定した雰囲気

を醸し出している。ソファーやベ

ッドを使うのでなく，昔から「板

の間」で自由に生活した生活様式

を，見直すことが必要になるので

はなかろうか。

人だけの資産ではない。林業にして

も，伐って儲けるだけでなく，伐ら

ないで環境資源としての森を保全

し，森の活力を蓄えながら良質の木

材を生産するという，永続的な林業

へと,育てていかなくてはならない。

それが著者の唱える「人間の幸せを

守る共有の森づくり」なのである。

自然から離れ，自然と対決してき

た科学文明が破局に陥ろうとしてい

るとき，人間が自然と一体となる森

林文化をよみがえらせ，文明の危機

を脱出しなくてはならない。本瞥の

主眼もここにある。森に生き森を支

える人を，著者は文明の使者である

と説く。木をみて森も見る，森をみ

て山も見る著者が，その山からさら

に21世紀の地球をのぞむ「緑の文

明論」に期待するものである。

(溌調騨繧壷三島昭男）
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ボクらの夢

私が国有林の現場に勤めていた時

代，山菜採りをしている精神薄弱者

施設の園生の一行に出会ったことが

ある。彼らは毎年毎年，フキや山ウ

ドといった山菜を採りに来るそう

で，採った山菜を施設の仲間で分け

合って味わうそうである。彼らの一

生懸命になっているその姿は実に生

き生きとして，フキをいつぱいにつ

めた袋を運んで来て自慢げに見せる

その表情は実に明るい。ついつい私

も手伝いをしたり，川原でいっしょ

におにぎりを食べたりして時をすご

したことを記憶している。

彼らの生活している施設は，北海

道のほぼ中央「北海道のへソ」で売

り出している富良野にある。最近は

倉本聡氏の「北の国から」のテレビ

ドラマやワールドカップの富良野ス

キー職さらにはラベンダーの里と

しても有名になったのでご存知の方

も多いことだろう。

その富良野で，彼らは，社会復

帰，自立のためのいろいろな試みに

チャレンジしている。

農場での野菜作りや，木工芸品作

り等の作業，それら作品の展示販売

はもちろん，職員と園生の共同生

活，自分たちで建てた丸太造りのレ

ストランの経営と，そこでの客の応

待，地元の人々との交流会等々，社

会とのかかわり合いの中で自立して

いくための小社会を作り上げるべく

着実な歩みをしている。

そしてその指導者の一人は将来は

どこかに自分たちの山を持ち，そこ

で植林したり，下刈りしたり，つる

切りをしたりして森林を育て，山菜

を採ったり，炭を焼いたり，そこか

ら採れる木を伐って木工芸品を作っ

たり山をかけまわったりして，それ

らの行動をベースに社会的自立をし

たいという夢を語ってくれた。

林業に関係する私たちから見れ

ば，この夢はとてもかなえられそう

にないと思ってしまうが，林業の営

みを通じて彼らが自らの自立を考

え，彼らの心の中に，森林に対する

大きな期待があることをすばらしい

ことと思うし，我々はそれをたのも

しい仲間として認識する必要がある

と思う。

この夢が一日も早く現実のものに

なるよう祈るとともに，熱いまなざ

しで見つめていたい。

富良野の街の郊外，遠く十勝岳，

富良野岳といった秀岬を見わたせる

丘の上に，じゃがいも畑にかこまれ

て，彼らの働く丸太造りの山小屋風

の立派なレスI､ラン「北の峯山荘」

がある。どなたか，近くに行かれた

際はその壁，柱はもちろん，テーブ

ルから椅子に至るまですべて丸太造

りという念の入った建物の中で，山

菜のたっぷり入った「山荘風山菜ラ

ーメン」をぜひ一度ご賞味されるこ

とをおすすめする。（駄馬）

(との棚は編築委員が担当しています）

林業技術No.5211985.8
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トラクタ集材が伐採跡地に及ぼ

す影響(Ⅱ)－傾斜地における

トラクタ集材路の土壌条件とス

ギ植栽苗木の生長

岩手大農猪内正雄ほか

日本林学会誌67－6

1985年6月P.236～239

前報で，植栽苗木の当年生長はl、

ラクダの土壌締め固めによる土城孔

隙量の減少にともなって悪くなるこ

とを明らかにした。本報では，比較

的急斜面の等高線方向に切土して作

設された集材路および斜面方向の集

材路の土壌条件とスギ植栽苗木の生

長状態についての調査結果を報告し

ている。

切土された集材路では膨軟な有機

質土が削除されるために土壌硬度，

孔隙量，有機物含量などの土壌条件

が認上し，その結果植栽苗木は悪化

する（特に，初期生長の悪い造林地

で)。また，切土なしの集材路でも

トラック走行の不安定性により，地

表面のかく乱程度が大きくなり，し

たがって植栽苗木の生長が一禄に悪

化する傾向もみられる。こうした苗

木の生長低下防止策としては，耕う

ん，施肥などの事後対策と，トラク

タ足回り織造の適正化あるいは架線

などを併用した集材方法の工夫など

の予防策が考えられる。

薬剤によるマツノマダラカミキ

リの産卵回避および幼虫の発育

阻止試験

国立林試・東北支場山家敏雄ほか

林業技術No.5211985.8

林業と薬剤No.92

1985年7月p.15～18

薬剤を用いてマツ丸太に対するマ

ツノマダラカミキリの産卵回避およ

び幼虫の発育阻止を目的とした試験

を行ったが，2，3の薬剤でその有効

性が認められた。

供試薬剤としてパインサイドs油

WIC(MEP40%)40倍液(MEP

1％)，スミパイン乳剤(MEP80

％）80倍液(MEP1%),マウン

1､T－7．5B油剤(原液,MPP0．67

%),T-7.5バイセフト乳剤50(M

PP50%)50倍液，デナポン水和

剤50(NAC50%)25倍液(NAC

2％）の5種としたが，特にパイン

サイドS油剤とマウントT-7.5B

油剤が産卵痕数が少なく，散布後90

日まで生存幼虫は全く認められなか

った。したがって，この2つの薬剤

は散布後3カ月間は，産卵された卵

またはこれから孵化した幼虫に対し

て完全に発育阻止効果を示した。マ

ツ類の除間伐等に対するマツノマダ

ラカミキリの産卵防除には，油剤態

の薬剤を産卵の直前に散布すれば効

果がある。

パーティクルボードの放散ホル

ムアルデヒドに関する研究一

パーホレーター法とデシケータ

ー法の比較

東京大農富田文一郎ほか

木材工業No.460

1985年7月p.21～24

ホルムアルデヒドとユリアの合成

モル比(F/U)を種々変化させて合

成した5種類のユリア樹脂接着剤を

使用して製造したパーティクルポー

ドを試料として，パーホレーター法

とデシケーター法による測定を行

い，両法の相関について検討し，ボ

ード厚や含水率の効果などについて

も考察した。

検討の結果，ホルムアルデヒド放

散量に及ぼす接着剤の合成モル比あ

るいは遊離ホルムアルデヒド淡度と

ボード厚などの影響が認められた。

また，パーホレーター法とデシケー

ータ法の結果が相関性を有すること

が明らかとなった。しかし，デシケ

ーター法では，ボードを製造してか

らの養生日数が長くなると測定に大

きなバラツキを生じることと，両法

ともにボードの含水率が測定値に関

係することが認められた。これらの

ことは，製造後のボードの履歴の均

一化とともに放散量測定時のボード

の含水率の一定化を示唆している。

クヌギ林成木施肥試験

愛媛県林業試験場

森林と肥培No.124

1985年6月p.1～7

伐採5～6年前のクヌギ成木林に

ついて施肥を行い，施1噸と肥培効

果の関係を，毎木調査による直径お

よび樹高の生長経過，樹幹解析，葉

分析による施肥謎分吸収率の変化か

ら検討した。

その結果，一応肥培の効果は認め

られたが，施肥量が多いほど生長が



良いという傾向は示されなかった。

これは試験区ごとの土域の性質が一

定でなく，それが生長趾に反映した

ものと思われる。また，クヌギは葉

の養分量が時期的に異なり，秋落葉

期には三要素の比率が減少して，石

灰苦土の割合が多くなる。すなわ

ち，土壌の理学性とともに化学性に

も違いがあると思われるので，クヌ

ギ林の肥培にあたっては，土壌の性

質と関連づけた肥料の種類,施肥麓，

施肥回数等土壌条件に適した施肥技

術の確立が必要である。

刈払機用丸鋸刃目立台TM-A

型の取扱い

徳島・林技センター槙敏夫

林材安全No.436

1985年6月p.5～10

造林地の下刈等に使用されている

丸鋸刃は，その目立てに高度の技術

を要し，したがって使い捨てか，目

立てをしても自己流となり，－|-分そ

の機能を発揮できない。そこで，自

分で作製できて，高度の技術を必要

とせず容易に目立てのできるTM=

A型丸鋸目立台を考案した。

これは，林業用刈払機の丸鋸刃

は，正直歯が主であり，これを対象

に歯数40枚,60枚,80枚について

目立てができるように設計されてい

るoA型とB型があり,A型は直径

225mmの丸鋸,B型は直径230mm

の丸鋸の目立用に設計されている。

以下，歯型の名称，刈払機用丸鋸刃

の目立て順序,TM-A型丸鋸目立

台の作り方が紹介されている。

山肌を利用して山ウドの栽培

編集部

林業新知識No.381

1985年8月p.12～15

山ウドの実生苗の増殖に成功し，

山林やスキー場に植えつけて成果を

あげている富山県の利賀村の事例を

紹介している。

山ウドの栽培法は，富山県林業試

験場が開発したもので，苗床を造成

し播種により山ウド苗を大量に安く

増殖できるのが特徴である。これま

で山ウドの栽培があまり行われなか

ったのは，育苗が難しかったためで

あるが，この点は富山林試の方法に

よって解決された。山林などを利用

して粗放な大量栽培ができ，同村で

は反収20万円（収穫された山ウド

は森林組合が購入）をあげている。

山地栽培でのポイントなど育苗方法

が具体的に解説されている。

広葉樹材利用サイドからの施業

への提言

北海道ラーチK.K・古田昭司

林No.400

1985年7月p.14～21

北海道の国・道有林の森林施業の

変遷，蕊在の道産底蕊樹の利用実態

を述べ，今後の森休施業に言及して

いる。

以下，北海道木材価格の推移，森

林施業の展開と木材需要の推移，広

葉樹界の動向と材種別価柊広葉樹

の特徴と樹種別用途等について考察

し，最後に，植伐一如，更新は適地

適木により，針広混交林，複層林に

誘導し，諸被害に強い森林造成を目

ざすべきであるとしている。具体的

には，伐採選木にあたっては現在伐

採した場合の利用価値と，残して次

期伐採するときの利用価値を樹種

別，期待径級別に考慮して決定すべ

きである。主伐の期待径級は，少な

くとも36cm以上がのぞましい。

特集：2．しいたけ原木の生産

と流通

43

九州大農吉良今朝芳

林業経済No.440

1985年6月p.7～16

しいたけ生産が著しく伸びた反

面，原木不足が顕在化し，最近，企

業の菌床栽培の参入が報道され，社

会的に複雑な問題となっている。以

下，主としてしいたけ原木の需給の

実態を明らかにし，問題の所在と解

決への方向性を見いだそうとしてい

る。

結論として，まず原木対策として

は原木の安定的自給体制の確立が必

要であり，長期的には未利用地に対

する原木林の造成,施業改善(粗林へ

の補植と芽かき,施肥など)を進める

とともに大規模山林所有者自身によ

る原木林造成への職種的な働きかけ

で，しいたけ原木林の生産者を新た

に育成する必要があるとしている。

東南アジアのキリ栽培の現状と

問題点

国立林試・浅川実験林飯塚三男

熱帯林業No.3

1985年5月P､45～50

世界でキリ材の最大消費国はわが

国であり，世界中のキリ材がわが国

の市場をめざしている。中国，朝

鮮，ブラジル，パラグァイ，アルゼ

ンチン，米国などで栽培されている

が,1970年代には東南アジアの各地

で，日本や中国系企業などによって

栽培が試みられている。

以下，わが国が関係している東南

アジアの新しい導入地で，いくつか

の栽培上の問題点（適地，繁殖源と

しての種根，植付け，枝下高の作り

方,病虫害など）が考察されている。

○大角泰夫：森林土壌の灰白化

現象

林業試験場場報No.251

1985年6月p.1～3

林業技術No.5211985.8
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林 業関係行事一覧

8月

8．25～30

日本林学会第37回日本林学会東北支部

大会

北海道営林局’85夏休みこども博

8．27～29

7．27～8．18

青森営林局青森ヒパを見る集い

森の写真展

6～9月

7．16～8.'18

8月上旬

8．6～8.8

親と子の森林浴の集い

長野営林局ボランティアによる西部地

震跡地の植樹

山形県緑の少年団交流研修会 8月

福島県国際森林年記念

森林・林業写真コンテスト

茨城県親と子の森林教室

栃木県自然とのふれあい事業

緑の少年団交流集会

新潟県緑の少年団交流錐会

富山県みどりの少年団体験学習

8月上旬

8月

8月

8月

8．6～8

みどりの少年団リーダー研

修

長野県緑の少年団交流集会

8．20～21

8月

岐阜県森林愛謹少年団交流災会

岐阜県林材振興大会

静岡県緑の少年団育成事業

愛知県東海地区みどりの少年団サ

マージャンボリー

旬
旬
Ｏ

上
下
『
餡

汽
月
罧
月
７
１

８
８
ａ
＆

緑の少年隊交流集会

緑の少年団交流集会

森林浴の錐い

親と子の森林のつどい

緑の少年団交流集会

旬
旬
旬

上
上
上

月
月
月
月
月

８
８
８
８
８

重
庫
島
島
川

県
県
県
県
県

三
兵
広
徳
香

愛媛県｜緑の少年団交流集会 8月中旬

福岡県緑の少年団交流梨会

長崎県緑の少年団交流集会

月
月
８
８
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9 月

区分

日本林学会

行歌名

第34回日本林学会中部支部

大会

期｜閲

9．27～29

主催団体・会場・行郡内容等

日本林学会中部支部（日林協共悩)，信大農学部・長野県林業セ

ンター，長野県勤労者福祉センター・シンポジウム体材の需要

拡大について)，現今の林業・林業振興のため最大の問題点を討

議する

北海道国際森林年推進協議会，後援北海道営林局ほか．野幌森林

公園，森林浴，ゼミナール，コンサート，森林・木材体験コーナ

ー，パネル展示，森林浴マラソン等

函館営林支局，土橋自然観察教脅林飴山営林署管内)，小学校

間学年の児童とその母親50組100名を対象に森林と人間社会との

かかわりを学習，森林浴，巣箱づくり，丸太切り，笹舟や笹笛づ

くり，セミとりなどを行う。

一般県民を対象，研修事業の一環として林業体験（下刈り等）を

実施する

国際森林年長野鳥潅進協議会・長野市，森林・林業展，記念シン

ポジウム，みどりの少年団交流紫会,林業士の集い

小・中生徒は「私たちと森林」についての作文,一般市民は森林

擬観写真を募集し，表彰するとともに展示を行う

北海道営林局｜北海道森林フェスティバル9.21～29

函鯖鴬林麦厨雷電鰯鳥鰯豐|，，

神奈川県21世紀の森研修事業9月

長野県信州グリーンフェスティバ9.27～29

ノレ

徳島県作文および森林景観写真．9月中旬

ンクール

1

国際森林年記念『論文｣｢作文｣｢図画｣募集の締切り迫る
昨年11月30日，ローマで開催された第86回FAO(国連食紐農業機関）の理事
会において，「全世界で地球の緑の危機を自覚し，森林の保全と造成の運動を展開す
る」ことを基本理念として，1985年（昭和60年）を国際森林年として宣言いたしま
した。

わが国においても林野庁を中心として，国際森林年の趣旨を踏まえた各種記念事業
を実施することにしており，そのなかで記念論文等募集事業については，国際森林年
事業推進協議会の主催で実施することにしております。論文等の応募要領は次のとお国際森林年顎菜征蛙協識会の土睡ご美"いわく-ごにしLおり謀9．緬八寺"ﾉﾉu,裁藤垂'蝿wd､"wﾉ≦や

雷の未来●緑の進球 りです。

記2応募方法

募集作品の種類等（1）別紙に，題名，郵便番号，住所，氏名（ふりがなをつけ
(1)輪文〔①論文のテーマ〕森林が人間に与える恩恵，る)，電話番号，年齢，職業（学校名，学年）を明記して
森林の適切な利用及びこの森林の維持造成のために必要な作品に添付する。（図画は裏面中央にはりつける）
人間の働きかけ等について，「私達は，将来に向かって森（2）締め切り期日昭和60年9月10日（当日消印有効）
林をどのように考え，どのように扱っていくのか」を建設（3）送り先〒102束京都千代田区六番町7日本林業技
的な主張として論述する。〔②原稿枚数)400字詰原稿用術協会内国際森林年事業推進協議会事務局あて
紙10枚以上雛書)(③未発表作品に限る](応募資格とTELO3-261-5281(代）
しての年齢制限はない）〔④応募は1人または1グループ（4）作品の著作権は国際森林年辮業推進協議会に属します。
1点に限る〕なお，応募作品は原則として返却いたしません。
(2)作文⑥作文のテーマ〕森林は昔から人間の生活環3審査，発表，表彰
境に密接なかかわりを持っており，私たちの周囲を見回わ （1）審査昭和60年9月日付確認
すと木は姿，形を変えていたるところに使われている。こ

（2）発表昭和60年10月日付確認
のような森林と私達の生活のかかわり合いついて（森林の

（3）表彰昭和60年10月10日森林・林業展「フオレスポ
思い出）蟻のある町）（森の生命）鮫庭の大和（林間学’85」会場
校）（記念植御など森林や木に関係のあることなら何で

（4）賞状及び副賞（作文・図画の部の副賞は図書券になりまもけつこうです。⑫原稿枚数〕‘100字詰原稿用紙3枚以
上（縦書）〔③未発表作品で1人1点に限る〕〔④応募資 す）

内閣総理大臣笈1名賞状・副賞(1噸円）・記念品格〕小学校，中学校，高等学校の児童，生徒
(3)図画⑥表現のテーマ〕作文のテーマと同様。体験 農林水産大臣散2名淡状・副賞(5万円）・記念品

林野庁長官賞5名徽状・副賞(3万円）・記念品の中での森林とのふれあいについて，感性豊かなイメージ
で表現する。〔②使用絵具等〕クレヨン．パステル，水彩国際森林年事業推進協繊会会長賀
絵具を使用。用紙の規格は，縦51cm,横36cm(B3判)10潟賞状・副賞(1万円）・記念品
の市販画用紙とする。⑥未発表作品で1人1点に限る〕 主催国際森林年事業推進協議会
〔④応募資格〕小学校，中学校，高等学校の児童，生徒

林業技術No.5211985.8
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60年度

山火事予知ボスター

｢図案」「標語｣募集要領

棚
II,鯵きr,の・砧に火のりI沁

＜要旨＞山林火災の危険を広く国民一般に周知させ，

山林火災の予防・森林愛護の必要性を強調したもの。

ただし未発表の創作に限る。入選作品のうち特に優秀

なものは60年度当協会作成の『山火事予知ボスター』

として採用します。どなたでも応募できます。

＜作品要領＞図案について，ポスター用紙は51cmX

36cm,縦がきとする。油彩・水彩・クレヨン何でも

可。ポスター作品の裏面にも住所･氏名を明記のこと。

標語については官制はがきに1人何点でも可。文語，

口語，長さも自由。

応募作品は一切お返ししません。入選作品の著作権

はすべて日本林業技術協会に帰属することとします。

＜募集締切期日および送付先＞昭和60年9月10日締

切(当日消印有効)。日本林業技術協会『山火事予知ポ

スター図案･標語｣係

蕊
(〒102東京都千代

田区六番町7番地）

まで。

＜発表＞入賞者には

直接通知するととも

に,会誌「林業技術」
59年度作品

10月号に発表いた

します。

＜入賞者には＞1等(図案・標語の部各1名)日本林業
技術協会理事長賞（副賞として1万円相当の記念品)’
2等(図案.標語の部各2名）同賞(副賞として5千円

相当の記念品),佳作若干名には記念品を贈呈いたしま
す。日本林業技術協会

協会ゞのう｡:どき

◎講師派遣

1.依頼先：林野庁

内容：昭和60年度治山技術初
級者研修

期間：6/17

講師：梶山専務理事
2.依頼先：国際協力事業団

国際協力総合研修所
内容：派遺前専門家中期研修
講師：坂口顧問(6/26)，渡辺技
術開発部長(7/3）

3.依頼先：愛知県林業研修所
内容：森林航測嘩礎）
期間：6/26～28
識師：若森技術開発部課長
4.依頼先：林野庁林業講習所
内容：養成研修専門科（土木）
期間：7/13
講師：梶山専務理事
◎海外派遣

1.第9回世界林業会議出席のため，
猪野理事長，松井顧問，佐藤理事
を，6月29日～7月10日まで，
メキシコ合衆国へ派遮した。
2.エクアドル共和国北東部林業資源
調査立木材穣表作成現地調査のた

め,つぎのとおり職員を派遣した。
氏名：渡辺技術開発部長(7/1～

25)，吉村主任調査員(7/1～9/4)，
若森技術開発部課長(7/8～9/5)，
増井国際事業部課長代理(7/8～9／
5)，市川主任調査員(7/8～9/5）
◎研修員の受入れ
徳島県からの依頼によりつぎのと
おり研修員を受入れた。

氏名：津田修（徳島県日和佐
農林事務所）

内容：森林レクリエーションエ

リアの計画と設計
期間：7/1～20
◎台湾研修員の受入れ

中華民国行政院腱業委員会，台湾
省林業試験所，中国造林事業協会か
らの依頼により，つぎのとおり研修
員を受入れた。

1.氏名：劉新柚（林業試験所副研
究員）

内容：環境緑化
期間：5/27～6/25

2.氏名：酪慶光（蘭陽林区管理処
秘書）

内容：しいたけ栽培ならびに関
係事業

期間：6/2～15

3.氏名：林作炬（楠濃林区管理処
造林課長）ほか3名
内容：森林の多目的利用
期間：6/5～25

．空中写真セミナー
第5回空中写爽セミナーをつぎの

とおり実施した。
期日：7/8～12

場所：本会5階会議室
高尾国有林（現地演習）

講師：中島主任研究員
肥高林野庁計画課長補佐

人員：30名
◎調査部関係業務
7月17～19日まで，岩手県下に
おいて，大規模林業圏整備総合調査
の現地検討委員会が開催され，関係
者が出席した。

昭和60年8月10日発行

林業技術

第521号

編集発行人猪野砿

印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒102）東京都千代田区六番町7

電話03(261)5281(代)～7
（握替東京3-60448")

RINGYOGIJUTSU

publishedby
JAPANFORESTTECHNICAL
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TOKYOJAPAN
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プリンタがブラニ 一夕一を変えた／メ た

プラニクス7Pは、プリンタ機構の搭載により、従来のプラニメーターの限界を超えた測定データの
信頼性、応用性を獲得した革新的な新製品です。

測定データから､'間違い"を追放 新たに記録データを作る必要がない

測定作業における｢見間違い｣､｢書き違い｣､｢計算違い｣は、

必ず起きる問題ですbPLANIX7Pは測定結果はもち

ろん、測定経過もプリントアウトされますので、常に再
確認しながらの測定作業が行え、でき上った測定データ

の信頼性は非常に高くなりました。

測定する面損が多ければ、それだけ記録データを作る作

業は大変になります。PLANIX7Pは､イニシャル番号

の設定も行えるので、プリントアウトされたデータは、
そのまま記録データとして使用できますので、大幅な合

理化を図れます。

電卓機能により測定値の応用が簡単先進技術がローｺｽﾄを実現

世界で最初のブラニメータ専用LSIを開発したスタッフ

が、￥98.500(専用プラスチック収納ケース､ACチヤー

ジヤー､用紙3本付)のローｺｽﾄでハイバﾌｫｰﾏﾝｽ
を実現しました。

十園計算などにおいて、測定した面積から体積を求める

場合など､PLANIX7Pの電卓機能を使えば.作業を中

断することなく簡単に四則計算に移行できます。
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〃 刈か
先進技術から生まれた高緩能

■小型・局性能プリンタ機楓が、大切なデータを
記録・保存し、イニシャル番号の入力によりデータ
の整理も行えます。

■ドーナツ面積の測定が簡単に行えるマイナス面積
測定磯能

■測定結果を四則計算に移行できる電卓機能

■コードレス・コンパクト設計やワンタッチ､､O"セ
ット機能による抜群の操作性

■単位や縮尺のわずらわしい計算は一切不要

■メートル系cmz､m2,km2､インチ系in2,ft2,aC｢e
の盟窟な選択単位とパルスカウントモー牌

■測定値オーバーフローも上位単位へ自動シフト

■測定綱度を高める自動算出の平均値測定が可能

ブラニクス7P¥98,500
(専用プラスチック収絶ケースゞ
ACアダプター、用紙3本ｲ寸）

B17AM/AMAI
●カタログ･涜科胡求は．

当社まで'､ガキか芯粥にて彗巡締くださ&妃
夕マヤテクニクコ繍式芸社
〒146喪章稲大田区池上2．147TEL､03.752ヨ211縮FAX､03752-3218
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●そのほか,『間伐計画』，『収穫予想』
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